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主な内容

｢田ノ神様にお供えを」

紫尾神社にて
（９月23日撮影）

世 帯 数 ２万 4,915 （＋ 10）
人　 口 ５万 4,954 （＋ 25）
男 ２万 5,760 （＋ 32）
女 ２万 9,194 （－ ７）

出　 生 50
死　 亡 46
転　 入 123
転　 出 92

 
第 30 回 国民文化祭・かごしま 2015 ☆出水市開催事業☆ 

   

   

   

『和太鼓の祭典』 『鶴のまち俳句大会』 『日本舞踊祭典』

10 月 31 日、11 月１日 11 月７日、８日 11 月 15 日 

 
 



 

出水都市計画区域変更案 

新たに含まれる区域（赤）

継続指定箇所（青）

除外される区域（黄） 

都
市
計
画
区
域
が
変
わ
り
ま
す

　

本
市
で
は
、
合
併
後
の
市
域
が
一
体
と
な
っ
た
、
総

合
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
高
尾
野
地
域

お
よ
び
野
田
地
域
を
含
め
た
都
市
計
画
区
域
の
見
直
し

を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
住
民
説
明
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
し
、
市
都
市
計
画
審
議
会
の
審
議
を
経
て
、
こ

の
た
び
県
に
変
更
案
の
申
し
出
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

都
市
計
画
区
域
の
変
更
は
、
県
都
市
計
画
審
議
会
へ
の

審
議
な
ど
を
経
て
、
来
年
３
月
に
公
告
、
決
定
さ
れ
る

予
定
で
す
。

※
都
市
計
画
区
域
と
は
、自
然
お
よ
び
社
会
的
な
条
件
、

　

人
口
、
土
地
利
用
、
交
通
量
に
関
す
る
現
況
や
今
後

　

の
推
移
な
ど
を
考
慮
し
て
、
一
体
の
都
市
と
し
て
総

　

合
的
に
整
備
、
開
発
お
よ
び
保
全
す
る
必
要
が
あ
る

　

区
域
で
、
市
が
申
し
出
を
し
た
案
に
基
づ
き
県
が
決

　

定
す
る
も
の
で
す
。

都
市
計
画
区
域
変
更
の
概
要

○
高
尾
野
地
域
お
よ
び
野
田
地
域
ま
で
拡
大

○
水
俣
市
境
ま
で
拡
大
（
切
通
地
区
）

○
米
之
津
港
埋
立
地
部
分
の
編
入

○
現
行
区
域
界
の
見
直
し

変
更
区
域
（
大
字
名
）

○
新
た
に
都
市
計
画
区
域
に
含
ま
れ
る
区
域

・
全
部
が
含
ま
れ
る
大
字
…
高
尾
野
町
唐
笠
木

・
一
部
が
含
ま
れ
る
大
字
…
境
町
、上
鯖
渕
、荘
、武
本
、

　

米
ノ
津
町
、
高
尾
野
町
下
高
尾
野
・
下
水
流
・
柴
引
・

　

上
水
流
・
大
久
保
、
野
田
町
下
名
・
上
名

○
都
市
計
画
区
域
か
ら
除
外
さ
れ
る
区
域

・
一
部
が
除
外
さ
れ
る
大
字
…
下
鯖
町
、
境
町
、
上
鯖

　

渕
、
美
原
町
、
武
本
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都市計画区域の指定によって変わること
　

都
市
計
画
区
域
が
指
定
さ
れ
る

と
、
安
全
で
快
適
な
住
環
境
を
形

成
す
る
観
点
か
ら
、
建
築
確
認
等

が
必
要
に
な
り
、
次
の
よ
う
に
い

く
つ
か
の
制
限
が
か
か
り
ま
す
。

建
築
物
の
敷
地
は
、
原
則
と
し
て
幅

員
４
㍍
以
上
の
道
路
に
２
㍍
以
上
接

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

床
面
積
の
合
計
が
１
万
平
方
㍍

を
超
え
る
劇
場
、
映
画
館
、
店

舗
な
ど
の
建
築
地
が
制
限
さ
れ

ま
す
。

　

劇
場
、
映
画
館
、
演
芸
場
、
観
覧
場
、

店
舗
、
飲
食
店
、
展
示
場
等
や
こ
れ
ら

に
類
す
る
用
途
に
つ
か
う
建
築
物
で
、

そ
の
部
分
（
劇
場
等
は
客
席
部
分
に
限

る
。）
の
床
面
積
の
合
計
が
１
万
平
方

㍍
を
超
え
る
も
の
は
、
近
隣
商
業
地
域
、

商
業
地
域
ま
た
は
準
工
業
地
域
に
限
ら

れ
ま
す
。

一
定
面
積
以
上
の
建
築
や
開
発

の
際
に
届
け
出
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

○
開
発
許
可
申
請

　

建
築
物
や
工
作
物
を
設
置
す
る
目
的

で
行
う
３
千
平
方
㍍
以
上
の
開
発
行
為

に
つ
い
て
、
道
路
や
宅
地
の
造
成
に
関

す
る
一
定
の
水
準
を
確
保
す
る
た
め
、

県
知
事
の
許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

○
建
築
確
認
申
請

　

建
築
物
を
建
築
（
10
平
方
㍍
以
内
の

増
築
は
除
く
。）
し
よ
う
と
す
る
場
合
、

事
前
に
「
建
築
確
認
申
請
の
手
続
き
」

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、「
工
事
の

完
了
検
査
」
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

建
ぺ
い
率
、
容
積
率
が
指
定
さ
れ
、

建
築
物
の
規
模
（
建
築
面
積
、
延
床

面
積
）
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

道
路
の
幅
員
や
隣
地
か
ら
の
離
れ
距
離

に
応
じ
て
、
建
築
物
の
高
さ
が
制
限
さ

れ
ま
す
。

現
在
建
っ
て
い
る
建
築
物
に
つ
い
て
は
、

規
制
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

既
に
建
っ
て
い
る
建
築
物
、
工
事
中
の
建
物

に
対
し
て
は
、
新
た
な
規
制
は
適
用
さ
れ
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
建
て
替
え
や
増
改
築
等
の
時
は

制
限
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施

　

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な

ど
の
発
生
時
に
備
え
、
情
報
伝

達
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
訓
練
は
、
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

（
※
）
を
用
い
た
訓
練
で
、
本

市
以
外
の
地
域
で
も
さ
ま
ざ
ま

な
手
段
を
用
い
て
情
報
伝
達
訓

練
が
行
わ
れ
ま
す
。

訓
練
実
施
日
時

　

11
月
25
日(

水)

　

午
前
11
時
ご
ろ

訓
練
で
行
う
放
送
試
験

　

防
災
行
政
無
線
で
一
斉
に
放

　

送
さ
れ
ま
す
。（
出
水
地
域
の

　

み
）

放
送
内
容

　

チ
ャ
イ
ム
音

　
「
こ
れ
は
、
テ
ス
ト
で
す
。」

　

×
３
回
繰
り
返
し

　
「
こ
ち
ら
は
、
ぼ
う
さ
い
出

　

水
市
で
す
。」

　

チ
ャ
イ
ム
音

※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
地
震
・

　

津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊

　

急
情
報
を
、
国
か
ら
人
工
衛

　

星
な
ど
を
通
じ
て
瞬
時
に
伝

　

え
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
本
庁
安
全
安

　

心
推
進
課
（
☎
�
０
１
６
３
）

※都市計画区域内では、原則として建
　ぺい率 70％、容積率 400％以内に制
　限されます。

　

今
回
の
区
域
の
変
更
に
合
わ
せ
、「
都
市
計

画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
都

市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）」
の
変
更
案
の

申
し
出
も
行
い
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
本
庁
都
市
計
画
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
本
庁
都
市
計
画
課
計
画
管　

理
係
（
☎
�
４
０
６
３
）
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　第 30 回国民文化祭・かごしま 2015 が開幕しました。今回は、先月紹介しました和太鼓の祭典
に続いて、鶴のまち俳句大会と日本舞踊の祭典について紹介します。

鶴
の
ま
ち
俳
句
大
会

吟
行

　
日　
時　
11
月
７
日
（
土
） 

午
後
１
時
～
同
５
時

　

場　
所　
出
水
麓
武
家
屋
敷
群
、
ツ
ル
博
物
館
、
ツ
ル
渡
来
地

※
出
水
駅
西
口
を
起
点
に
午
後
１
時
か
ら
15
分
お
き
に
無
料
巡
回

　

バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

俳
句
大
会

　
日　
時　
11
月
８
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　
　
　
　
　

当
日
投
句
受
付
（
午
前
９
時
～
同
10
時
30
分
）

　

場　
所　
市
音
楽
ホ
ー
ル

※
当
日
は
、
出
水
駅
西
口
と
会
場
を
結
ぶ
無
料
送
迎
シ
ャ
ト
ル
バ

　

ス
を
運
行
し
ま
す
。

内　
容　
国
内
は
元
よ
り
ブ
ラ
ジ
ル
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
か
ら
応
募

　

の
あ
っ
た
事
前
投
句
の
表
彰
と
入
賞
作
品
の
講
評
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
投
句
（
１
人
１
句
）
の
表
彰
と
入
選
作
品
の
講
評
、

　

地
元
演
者
に
よ
る
津
軽
三
味
線
と
和
太
鼓
の
共
演
で
来
訪
者
を

　

歓
迎
す
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

事
前
投
句
総
数　
１
万
９
１
１
７
句

　
一　
般　
の　
部　
　
　
　
　
６
１
７
８
句

　
小
・
中
・
高
校
生
の
部　
１
万
２
９
３
９
句

鶴
渡
る
出
水
に
四
季
の
句
が
集
う

国
民
文
化
祭
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
販
売
中

販
売
額　
１
５
０
０
円
分
を
１
０
０
０
円
で
販
売
し
ま
す
。

※
プ
レ
ミ
ア
ム
率
50
㌫
で
す
。

商
品
券
取
扱
所

　

国
民
文
化
祭
会
場
、
出
水
駅
観
光
特
産
品
館
「
飛
来
里
」、

　

ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー

購
入
で
き
る
も
の　
各
店
舗
で
販
売
さ
れ
て
い
る
特
産
品
等
は

　

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
国
民
文
化
祭
会
場
（
文
化
会
館
駐
車
場

　

内
特
設
会
場
）
で
は
ツ
ル
の
恩
返
し
便
に
も
使
え
ま
す
。

使
用
可
能
期
限

　

11
月
16
日
（
月
）
※
お
早
め
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

使
用
上
の
注
意

○
商
品
券
購
入
後
の
返
金
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
つ
り
銭
は
出
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
ツ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
会
場
で
購
入
し
た
商
品
券

も
使
用
で
き
ま
す
。

※
商
品
券
購
入
の
方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
方

の
中
か
ら
抽
選
で
市
文
化
協
会
会
員
の
小
作

品
な
ど
が
当
た
り
ま
す
。

　

国
民
文
化
祭
が

開
幕
し
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
集
ま

る
す
ば
ら
し
い
文

化
を
ぜ
ひ
体
験
し

て
く
だ
さ
い
。

　

日
本
国
内
の
み

な
ら
ず
海
外
か
ら
も

た
く
さ
ん
の
事
前
投

句
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

無
料
送
迎
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行

　

大
会
当
日
は
、
出
水
駅
西
口
と
国
民
文
化
祭
会
場
を
結
ぶ
無

料
送
迎
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
各
大
会
の
無
料
送
迎

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
時
間
帯
は
次
の
と
お
り
で
す
。
大
会
の

開
始
時
刻
お
よ
び
終
了
時
刻
前
後
は
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
お
気
を
つ
け
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

鶴
の
ま
ち
俳
句
大
会

　

11
月
８
日
（
日
）

　

午
前
８
時
20
分
～
午
後
５
時
10
分

日
本
舞
踊
の
祭
典

　

11
月
15
日
（
日
）

　

午
前
８
時
20
分
～
午
後
６
時
10
分

ボンネットバスも運行予定。
ぜひご乗車ください。

※日本伝統俳句協会
　会長稲畑汀子氏の
　記念講演も行います。
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　各事業とも入場料無料です。整理券は発行しませんのでお早めにご来場ください。

日本舞踊の祭典

日　時　11 月 15 日（日）　午前 10 時～午後５時（午前 9 時開場）
場　所　市文化会館（当日は、出水駅西口と会場を結ぶ無料送迎シャトルバスを運行します。
入場料　無　料（全席自由席）
※満席の場合は入場制限をさせていただく場合がありますのでご了承ください。
見どころ　全国の 14 の日本舞踊団体による華麗で優雅な日本の伝統芸、日本舞踊の発表を行います。
　また、日本舞踊協会鹿児島県支部による「鶴亀」と本市文化協会日本舞踊部による「桜絵巻」を
　披露し、全国の出演団体と来場者の皆さまをおもてなしします。豪華なセットや地方（じかた）に
　よる生演奏をバックに繰り広げられる華麗な踊りの競演をお楽しみください。

万羽鶴　慶び舞う里　出水に集う
感動を奏でる　日本舞踊

ひっとべ！かごしま国文祭出水市スペシャル
サポーターつるのしんからのお願い

「あいさつからはじまるおもてなし」
　開催期間中は、全国から多くの方が本市を
訪れます。市民全員によるおもてなしや、あ
たたかい声かけで来訪者をお迎えしよう！

プログラム
都道府県 団　　体　　名 分　　類 作　　品　　名

１ 鹿児島県 （公社）日本舞踊協会鹿児島県支部 長唄 鶴亀
２ 岡山県 （公財）日本民謡協会 長唄 越後獅子
３ 栃木県 （公社）日本舞踊協会栃木県支部 大和楽 江戸風流
４ 神奈川県 （公社）日本舞踊協会神奈川県支部 常磐津 妹背山
５ 群馬県 （公社）日本舞踊協会群馬県支部 長唄 「- 命の源 - 上州は水のまほろば」
６ 青森県 （公社）日本舞踊協会青森県支部 長唄 雪獅子
７ 埼玉県 （公社）日本舞踊協会埼玉県支部 長唄 藤娘
８ 京都府 （公社）日本舞踊協会関西支部京都・滋賀ブロック 京の会 大和楽 洛中洛外
９ 熊本県 煌の会 豊本 花ざかり
10 宮崎県 芽桜流宮崎県支部 長唄・大和楽 長唄 初鶯～大和楽 舞の道
11 高知県 日本舞踊協会高知県支部 舞曲 春信幻想曲
12 熊本県 （公社）日本舞踊協会熊本県支部 大和楽 花姿　肥後六花
13 長野県 日本古典芸能の会・長野 清元 三社祭
14 東京都 聖涼会 清元 鳥刺し
15 福岡県 （公社）日本舞踊協会福岡県支部 長唄 連獅子
16 鹿児島県 出水市文化協会日本舞踊部 長唄 桜絵巻

問い合わせ先
　第 30 回国民文化祭出水市実行委員会事務局
　（市中央公民館内）
　（☎ 63 － 2204、ＦＡＸ 63 － 2206）
E-mail　kokubunsai@city.izumi.kagoshima.jp
ＵＲＬ　http://www.city.izumi.kagoshima.jp/
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大産業祭
【
内　
容
】

　
「
ふ
る
さ
と
出
水
特
産
市
」「
農
林
水
産
ま
つ
り
」

「
飲
食
ま
つ
り
」「
く
ら
し
と
木
材
ま
つ
り
」

「
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
な
ど
催
し
物
が
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
。「
交
通
安
全
フ
ェ
ア
」「
市
民
健
康
ま
つ

り
」「
環
境
フ
ェ
ス
タ
」「
盆
栽
展
（
出
水
公
会
堂
）」

「
寒
蘭
展
」
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
市
音
楽
ホ
ー
ル
で
「
釧
路
市
文
化
団

体
」
と
の
芸
能
交
流
会
や
文
化
会
館
横
の
市
道
を
歩

行
者
天
国
に
し
て
「
自
衛
隊
ブ
ー
ス
」
を
設
置
し
ま

す
。
本
市
の
友
好
都
市
で
あ
る
「
釧
路
市
と
周
南
市

の
物
産
展
」
に
加
え
て
、
姉
妹
都
市
の
「
韓
国
順
天

市
物
産
展
」
や
交
流
都
市
の
「
都
城
市
物
産
展
」
も

同
時
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
出
水
地
区
小
学
校
対
抗
一
輪
車
競
走
大
会
は

　

11
月
21
日
（
土
）
に
開
催
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

高
尾
野
支
所
農
政
課
農
政
畜
産

係
（
☎
�
５
４
２
５
）

【
期　
日
】

　

11
月
21
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

　

11
月
22
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

【
場　
所
】　

市
陸
上
競
技
場
周
辺
等

第２１回出水市大産業祭

 
 
 
 

 
家族から新成人に「おめでとう」、新成人から家族に「ありがとう」、普段は照れくさくて伝えられない

感謝の気持ち・・・成人式を機に、そんな想いを手紙にしてみませんか？ 
 

◆応募資格 ○新成人の家族 

      ○1995（平成７）年 4月 2日～1996（平成８）年 4月 1日生まれの新成人 

◆応募書式 自由作文（字数制限はありません。） 

◆応募方法 下記の応募票を添えて、市生涯学習課に郵送、持参されるか、市ホームページ（応募フォー

ム）からお申し込みください。 

◆応募期限 11 月 27 日（金）必着 

◆問い合わせ先 市中央公民館内生涯学習課（〒899-0208 出水市文化町 23 番地）☎63－2200 

◆そ の 他 応募いただいた手紙の中から実行委員会で選定し、成人式当日に紹介させていただきます。

また、応募いただいた手紙は、後日、希望の送付先にお届けします。 

 
 

成人式実行委員会企画応募票 

応募者氏名               

住 所                 

電話番号                

生年月日      年   月   日  

手紙送付先 

〒   -     住所        

                    

氏名                様 

 

切り取り線 

11/

21・22

広報いずみ2015（平成27年）11月 6



農業委員会委員が決まりました！
就
任
の
あ
い
さ
つ

　

こ
の
た
び
、
農
業
委
員
会
選
挙
後

の
第
１
回
農
業
委
員
会
総
会
に
お
い

て
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
改
め
て

責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く

情
勢
は
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、

担
い
手
の
不
足
、
農
畜
産
物
価
格
の

低
迷
、
生
産
資
材
価
格
の
上
昇
に
よ

る
農
業
経
営
へ
の
圧
迫
を
は
じ
め
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
含
む
農
産
物
貿
易
自
由
化

等
、
国
内
外
と
も
に
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
農
業
委
員
会
委
員
は
、
地

域
に
お
け
る
農
地
の
権
利
調
整
や
農

地
中
間
管
理
事
業
等
を
利
用
し
た
担

い
手
へ
の
農
地
の
集
積
を
行
い
、
次

代
へ
つ
な
が
る
農
業
振
興
に
取
り
組

み
ま
す
。
皆
さ
ま
方
の
な
お
一
層
の

ご
協
力
、
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

横峯　均　会長

新
た
に
農
業
委
員
会
委
員
が
決

定
　

任
期
は
、
本
年
９
月
13
日
か
ら
３

年
間
で
す
。

出
水
地
域

脇
田　

博
志
（
新
蔵
上
）

川
﨑　

勝　
（
沖
田
）

吉
田　

勲　
（
沖
田
）

川
﨑　

辰
雄
（
水
之
頭
）

川
内　

三
郎
（
荘
上
）

篠
原　

邦
博
（
今
釜
東
）

重
信　

肇
一
（
下
平
野
）

榎
木　

美
代
子
（
切
通
）

野
中　

政
己
（
米
ノ
津
東
）

出
口　

義
信
（
さ
ぎ
や
な
）

高
尾
野
地
域

中
尾　

義
德
（
東
下
り
松
）

松
元　

秀
一
（
砂
原
）

柏
木　

一
邦
（
松
ヶ
野
）

上
野　

渉　
（
上
冷
筋
）

嶋
田　

信
子
（
千
間
山
）

樋
口　

修　
（
木
牟
礼
）

山
下　

薫　
（
下
高
尾
野
下
）

坂
上　

信
（
松
ヶ
野
）

横
峯　

均　
（
内
野
々
下
）

野
田
地
域

鬼
塚　

ミ
ホ
（
大
日
）

田
下　

勉　
（
上
田
多
園
）

川
畑　

健
男
（
涼
松
）

市
議
会
推
薦

宮
田　

幸
一
（
上
山
崎
）

吉
元　

勇
（
野
添
（
出
水
））

髙
崎　

正
風
（
松
ヶ
野
）

古
賀　

洋
巳
（
花
立
東
）

農
業
協
同
組
合
推
薦

 

濵
田　

和
男
（
小
原
上
）

農
業
共
済
組
合
推
薦

 

山
口　

安
任
（
掛
腰
）

土
地
改
良
区
推
薦

 

尾
籠　

政
斗
（
東
水
流
）

農
地
を
借
り
て
規
模
を
拡
大
し
た
い

農
地
を
貸
し
た
い
が
、
農
家
に
知
り
合

い
が
い
な
い
…
。
そ
ん
な
時
は
、

お
気
軽
に
、
農
業
委
員
ま
た
は
農
業
委

員
会
事
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

農
地
を
売
買
・
貸
借
・
転
用
す
る
と
き

は
「
許
可
」
が
必
要
で
す

　

農
地
の
売
買
や
貸
し
借
り
の
ほ
か
、

農
地
を
転
用
し
て
家
を
建
て
る
な
ど
、

農
地
を
農
地
以
外
の
目
的
に
利
用
す
る

場
合
は
、
農
地
法
の
制
限
が
あ
り
、
事

前
に
農
業
委
員
会
に
申
請
を
し
て
許
可

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

農
地
の
形
質
を
変
更
す
る
と
き
は
「
届

け
出
」
が
必
要
で
す
。

　

農
地
を
50
セ
ン
チ
㍍
以
上
埋
め
立
て

た
り
、
削
っ
た
り
す
る
場
合
は
、
事
前

に
農
地
形
質
変
更
届
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
（
☎
�
５
４
１
３
）

認
定
農
業
者
の
方
は
地
域
の
中
心
経
営

体
と
し
て
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
で
地

域
農
業
の
担
い
手
を
決
め
ま
せ
ん
か
？

　

現
在
、
本
市
で
は
「
大
川
内
」「
出
水
」

「
米
ノ
津
」「
荘
」「
高
尾
野
」「
下
水
流
」

「
江
内
」「
野
田
」「
東
干
拓
」
の
９
地
域
で

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
（
※
）」
を
策
定
し
て
お

り
、
地
域
ご
と
に
認
定
農
業
者
の
方
を
地
域

の
中
心
経
営
体
と
し
て
位
置
付
け
（
※
）
て

い
ま
す
。

　

地
域
の
中
心
経
営
体
と
し
て
地
域
農
業
の

担
い
手
に
な
る
と
、「
金
融
支
援
（
認
定
農

業
者
向
け
の
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
）」
や
「
農

業
用
機
械
等
の
導
入
支
援
（
中
心
経
営
体
等

施
設
整
備
事
業
）」
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。

※
人
・
農
地
プ
ラ
ン
と
は
、
人
と
農
地
の
問

　

題
を
解
決
す
る
た
め
の
地
域
農
業
の
「
未

　

来
の
設
計
図
」
で
す
。

※
位
置
付
け
と
は
、
地
域
農
業
の
担
い
手
を

　

決
め
る
こ
と
で
す
。

　

中
心
経
営
体
に
な
っ
て

　

地
域
農
業
を

　

盛
り
上
げ
よ
う
！

問
い
合
わ
せ
先

　

高
尾
野
支
所
農
政
課
農
政
畜
産
係

　
（
☎
�
５
４
２
５
）
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ＳＴＯＰ滞納！　市税等の滞納処分
　

税
金
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
う
え
で
非
常
に
重
要
な
財
源
で
す
。

　

市
税
等
の
滞
納
は
、
市
の
財
政
を
圧

迫
し
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
を
き
た
す

原
因
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、

納
期
内
に
税
金
を
き
ち
ん
と
納
付
し
て

い
る
大
多
数
の
市
民
と
の
公
平
性
を
欠

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
国
税
庁
Ｏ
Ｂ
を
滞
納
整
理

指
導
官
に
迎
え
、
日
々
、
市
税
等
の
滞

納
整
理
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
滞
納

処
分
は
私
債
権
と
は
異
な
り
、
裁
判
所

に
訴
え
る
こ
と
な
く
市
が
自
ら
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

納
期
限
内
の
自
主
納
付
が
原

則
で
す

市
税
等
滞
納
に
よ
る
滞
納
処

分
　

納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
か
っ
た

場
合
は
、
翌
月
に
督
促
状
が
送
付
さ
れ

ま
す
。

　

督
促
状
を
発
送
し
た
日
か
ら
起
算
し

て
10
日
を
経
過
し
た
日
ま
で
に
完
納
し

な
か
っ
た
場
合
、「
市
は
滞
納
者
の
財

滞納処分までの流れ

納税通知書発送

↓

各期納期限までに

納付がない場合

↓

督促や催告

↓

納付がない場合

↓

○財産調査

↓

○滞納処分
（財産差押）

↓

換価処分
（滞納税に充当）

財
産
調
査

　

差
し
押
さ
え
る
財
産
を
確
認
す
る
た

め
、
金
融
機
関
へ
の
預
貯
金
調
査
や
勤

務
先
へ
の
給
与
調
査
、
不
動
産
所
有
の

有
無
な
ど
各
種
財
産
の
調
査
を
行
い
ま

す
。
滞
納
処
分
の
た
め
の
財
産
調
査
は

国
税
徴
収
法
・
地
方
税
法
に
基
づ
き
行

わ
れ
る
も
の
で
、
関
係
機
関
は
こ
れ
に

協
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

調
査
は
個
人
情
報
保
護
法
に
は
抵
触
せ

ず
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
に
は
な
り

ま
せ
ん
。
本
人
の
承
諾
も
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

　

自
動
車
、
バ
イ
ク
な
ど
の
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
を
行
い

ま
す
。
ま
た
必
要
に
応
じ
て
自
宅
等
に
立
ち
入
り
、

公
売
可
能
な
財
産
を
探
し
て
差
押
え
を
す
る
「
捜

索
」
を
行
い
ま
す
。
滞
納
処
分
に
よ
る
捜
索
は
、
相

手
の
意
思
に
か
か
わ
り
な
く
行
う
こ
と
が
で
き
る
強

制
調
査
で
す
。

タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
や
強
制
調
査

　

税
金
を
滞
納
す
る
と
、
本
税
、
督
促
手
数
料
に
加

え
延
滞
金
も
発
生
し
ま
す
。
滞
納
処
分
の
対
象
に
な

る
と
、
経
済
的
な
不
利
益
も
生
じ
る
う
え
に
社
会
的

な
信
用
も
失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
納
税
者

と
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

制
限
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。（
例
：
市
営
住

宅
入
居
の
制
限
や
各
種
補
助
金
申
請
等
で
の
制
限
、

国
民
健
康
保
険
証
の
有
効
期
限
の
短
縮
な
ど
）

税
金
滞
納
に
お
け
る
デ
メ
リ
ッ
ト

　

転
出
し
た
場
合
で
も
、
転
出
先
に

実
態
調
査
等
を
行
い
同
じ
よ
う
に
財

産
調
査
を
継
続
し
て
、
各
種
財
産
を

差
し
押
さ
え
ま
す
。

　

死
亡
さ
れ
た
場
合
も
、
滞
納
が
な

く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
他

の
財
産
と
同
様
に
、
民
法
の
規
定
に

従
っ
て
配
偶
者
や
子
ど
も
な
ど
の
相

続
人
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
分
に
応
じ

て
滞
納
金
が
引
き
継
が
れ
（
承
継
）

ま
す
。
承
継
さ
れ
た
滞
納
税
は
、
相

続
人
の
滞
納
と
同
じ
扱
い
に
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
滞
納
処
分
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

転
出
し
た
り
、
死
亡
し
た

場
合
は

　

災
害
や
病
気
、
失
業
や
事
業
の
廃

止
な
ど
や
む
を
得
な
い
事
情
で
納
付

が
困
難
な
場
合
は
、
早
め
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　

滞
納
税
は
、
一
括
納
付
が
原
則
で

す
が
、
生
活
状
況
の
聞
き
取
り
な
ど

を
行
っ
た
上
で
分
割
納
付
に
応
じ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ほ
か
に
事
情
が
あ
る
場
合
で
も
滞

納
を
放
置
す
る
こ
と
な
く
、
ま
ず
は

納
付
で
き
な
い
理
由
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

※
11
月
は
催
告
書
を
送
付
す
る
月
で

　
す
。
早
め
の
納
付
を
お
願
い
し
ま

　
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
本
庁
税
務
課
収
納

　

管
理
係
（
☎
�
４
０
２
８
）

納
税
が
困
難
な
場
合
は
、

早
め
の
相
談
を

　昨年度の主な滞納処分状況
財産調査件数 差押え件数

給与調査 541 件 給与差押 40 件
預貯金調査※ 8,379 件 預貯金差押 24 件
不動産・登記調査 459 件 不動産差押 37 件
実態調査 449 件 所得税還付金差押 ７件
生命保険調査 ３件 報酬・年金等差押 ８件

※預貯金調査は金融機関毎に 1 件とし、実質は 993 人分

差
押
え

　

財
産
調
査
等
に
よ
り
発
見
し
た
預
貯

金
、
給
与
、
生
命
保
険
、
出
資
金
、
不

動
産
な
ど
の
各
種
財
産
を
差
し
押
さ
え

ま
す
。
差
し
押
さ
え
た
財
産
は
滞
納
税

に
充
当
し
、
不
動
産
や
動
産
な
ど
物
品

の
場
合
は
公
売
な
ど
に
よ
り
換
価
し
た

後
に
滞
納
税
に
充
当
し
ま
す
。
本
市
で

産
を
差
し
押
さ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
地
方
税
法
に
規
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

は
毎
年
１
回

不
動
産
公
売

会
を
行
い
、

本
年
度
は
10

月
に
実
施
。

昨
年
度
は
、

５
件
の
物
件

が
売
却
決
定

し
ま
し
た
。
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マイナンバー通信　⑧
つるのしんと
マイナちゃんによる

－よくあるご質問について－
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

マ
イ
ナ
ち
ゃ
ん

マイナンバー専用のコールセンターやホーム
ページがあるから、利用してみるといいよ。
今回はよくある質問について紹介するね。

マイナンバー制度に関して疑問点があるけ
ど、どこに聞いたらいいのかな？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

○
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
有
料
）
※
年
末
年
始
を
除
く
。

　
（
☎
０
５
７
０

－

２
０

－

０
１
７
８
）

　
（
全
国
共
通
ナ
ビ　

ダ
イ
ヤ
ル
）

　
（
☎
０
５
７
０

－

２
０

－

０
２
９
１
）

　
（
英
語
対
応
）

※
平
日　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
10
時

※
土
・
日
、
祝
日　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
内
閣
官
房
）

　

http://w
w

w
.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
企
画
課
行
政
改
革
係
（
☎
�
４
０
３
７
）

よ
く
あ
る
ご
質
問
に
つ
い
て

Ｑ
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
は
い
つ
で
す
か
。

Ａ
10
回
目
の
誕
生
日
（
た
だ
し
、
20
歳
未
満
の
方
は
５
回

　

目
の
誕
生
日
）
ま
で
で
す
。
な
お
、
通
知
カ
ー
ド
に
は

　

有
効
期
限
が
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
代
理
で
も
受
取
可
能
で
す
か
。

Ａ
病
気
、
身
体
の
障
害
等
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
受

　

け
取
り
が
で
き
な
い
場
合
は
可
能
で
す
。

Ｑ
通
知
カ
ー
ド
等
を
紛
失
し
た
場
合
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で

　

す
か
。

Ａ
本
庁
市
民
生
活
課
ま
た
は
各
支
所
総
合
市
民
課
へ
紛
失

　

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
個
人
番
号
カ
ー

　

ド
は
国
が
設
置
す
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
コ
ー
ル
セ
ン
タ

　

ー
（
24
時
間
３
６
５
日
対
応
）
に
連
絡
し
た
上
で
市
役

　

所
に
紛
失
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
個
人
情
報
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
大
丈
夫
で
す
か
。

Ａ
各
機
関
で
管
理
し
て
い
た
個
人
情
報
は
引
き
続
き
そ
の

　

機
関
で
管
理
し
、
必
要
な
情
報
を
必
要
な
時
だ
け
や
り

　

と
り
す
る
「
分
散
管
理
」
の
仕
組
み
を
採
用
し
て
い
ま

　

す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
基
に
共
通
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

　

作
る
こ
と
は
な
く
、
個
人
情
報
が
ま
と
め
て
漏
れ
る
よ

　

う
な
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
各
機
関
に
お
い
て
も
こ
れ

　

ま
で
以
上
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

第 10 回

市民体育大会種目別成績
（表記は各種目の大会成績の表記で記しています）

　10 月号の記事に誤りがあり関係者の皆さまに大変
ご迷惑をおかけしました。申し訳ありませんでした。

陸 上 競 技 短距離（100ｍ）
　小学１年生男子　　　①川俣　直輝（出水小）【大会新】　　　②森田　翔寿樹（米ノ津陸上）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②中村　蒼空（米ノ津陸上）
　　　　　　女子　　　①小田原　心春（高尾野陸上）　　　　②宮野　心寧（高尾野陸上）
　　　２年生男子　　　①鹿子生　陽希（出水市陸上）　　　　②岡田　健佑（米ノ津東小）
　　　　　　女子　　　①宇藤　くらら（米ノ津東小）　　　　②遠竹　りりか（米ノ津東小）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②大園　莉子（出水小）
　　　３年生男子　　　①佐藤　高太郎（出水市陸上）　　　　②大平　倫嗣（米ノ津東小）
　　　　　　女子　　　①野端　陽菜（高尾野陸上）　
　　　　　　　　　　　①松下　七海（米ノ津東小）
　　　４年生男子　　　①森田　将巧（米ノ津陸上）　　　　　②川俣　知輝（出水小）
　　　　　　女子　　　①田中　架恋（出水市陸上）　　　　　②杉本　優凪（高尾野陸上）
　　　５年生男子　　　①川上　亮磨（高尾野陸上）【大会新】　②番家　陽生（出水市陸上）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②山元　健（高尾野陸上）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②濵　優斗（米ノ津東陸上）
　　　　　　女子　　　①片野坂　瑞希（高尾野陸上）　　　　②片野坂　唯月（高尾野陸上）
　　　６年生男子　　　①田中　寛生（高尾野陸上）　　　　　②内野　凛生（米ノ津陸上）
　　　　　　女子　　　①冨満　優女（高尾野陸上）　　　　　②岩塚　笑瑠（出水市陸上）
リレー（４×100ｍリレー）
　小学生１・２年男子　①出水市陸上　　　　　　　　　　　②米ノ津東小
　　　　　　　　女子　①米ノ津東小　　　　　　　　　　　②西出水小
　小学生３・４年男子　①西出水小　　　　　　　　　　　　②米ノ津ＪＡＣ（Ａ）
　　　　　　　　女子　①高尾野陸上Ａ　　　　　　　　　　②米ノ津ＪＡＣ（Ｂ）
　小学生５・６年男子　①高尾野陸上Ａ　　　　　　　　　　②米ノ津東小
　　　　　　　　女子　①米ノ津東陸上Ａ【大会新】　　　　　②高尾野陸上Ａ

　広報いずみ 10 月号 12 ページの記事市民体育大会種
目別成績の「ソフトテニス・小学生女子Ａ級の部　①
織田・山中（西出水ク）」とありましたが、正しくは
①小田・山中（西出水ク）でした。同ページ「テニ
ス・女子Ｂクラス　①田上・萬福（出水中）」とあり
ましたが、正しくは①田上・萬福（出水高校）でした。
また、同 13 ページの記事「市民体育大会種目別成績」
の陸上競技の結果に誤りがありました。正しくは次の
とおりです。お詫びして訂正します。
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本市の人事行政について、その公平性・透明性を高め、市民の皆さんのご理解をいただくために、「出水市人事行
政の運営等の状況の公表に関する条例」の規定に基づき、公表します。
なお、国または類似団体との比較については、来年４月頃に本市のホームページ上に掲載する予定です。

１ 職員の任免及び職員数に関する状況

(備考）

職員数は、特別職を除いた職員数であり、

地方公務員の身分を保有する休職者な

どを含み、臨時又は非常勤の職員を除

いています。

２ 職員の給与の状況

(１) 職員給与費予算の状況（2015年度一般会計予算）

期末・勤勉手当 期末・勤勉手当を除く手当

円千円千円千円千円千人

522 2,001,900 803,440 294,238 3,099,578 5,938

職員数(A)
１人当たり
給 与 費
(B／A)

給　　与　　費

給　　料
職員手当等

計(B)

（備考）１ 給与費は、当初予算に計上された額です。

２ 職員手当等には、通勤手当、扶養手当、時間外勤務手当を含み、児童手当及び退職手当は含みません。

３ 市三役および出水商業高等学校教員分は含みません。

(３) 職員の平均年齢及び平均給料月額等の状況

（2015年４月１日現在）

（備考）平均給料月額とは、基本給の平均額です。

平均給与月額とは、基本給のほか、各種手当を含めた
平均額です。

(４) 初任給の状況（2015年４月１日現在）

(２) 行政職給料表適用者の級別職員数の状況（一般行政職）（2015年４月１日現在）

（備考）１ 出水市職員の給与に関する条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
２ 一般行政職とは、医師、看護師、教員、調理員、保育士、学校主事等を除いた一般職の職員です。

）人（数人）人（数人

議 会 6 教 育 130

総務・企画 107 警 察          -

税 務 27 消 防 74

民 生 91 小 計 204

衛 生 26 病 院 事 業 265

労 働 1 水 道 事 業 20

農 林 水 産 38 下 水 道 12

商 工 14 国保・介護 37

土木・建設 48 小 計 334

698853計小

門　　部門　　　部

合　　計

一般行政部門

特別行政部門

公営企業等会計
部門

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

43.8歳 336,080円 388,143円

47.0歳 326,624円 342,374円

一般行政職

技能・労務職

区　分 大学卒（上級） 171,587円 （174,200円）

高校卒（初級） 139,969円 （142,100円）

（備考）初任給の（　）内は、給料減額措置前の金額です。

一般行政職

区　分 初　任　給

区　　分 ７級 ６級 ５級 ４級 ３級 ２級 １級 計

標準的な
職務内容

部長 課長 主幹・技術主幹
係長・参事補・
技術参事補・主
査・技術主査

主査・技術主査 主事・技師 主事・主事補

職員数 10人 38人 31人 175人 51人 21人 24人 350人

構成比 2.9% 10.8% 8.9% 50.0% 14.5% 6.0% 6.9% 100.0%

平均給料 417,054円 392,953円 384,355円 358,786円 285,020円 237,071円 179,512円 336,080円

定年 勧奨 自己都合 死亡 人事交流 計

一般行政職 10 4 5 1 1 2 13

115職術技

22士育保

333職防消

112職務事院病

776）師医（職療医

663）師護看（職療医

111）職術技療医（職療医

435151103計合

採用者数
（人）

職種
退職者数（人）

(１) 職員数の状況（2015年４月１日現在）

(２) 昨年度（2014年度）採用・退職の状況

一般職員の給料は、諸般の事情を考慮し、2006年８月から2015

年３月までの期間に引き続き、2015年４月から2016年３月までの

期間は1.5％～3.5％減額して支給しています。

【職員の給料カットについて】

(参考）
2006年4月1日現在 職員数1,093人
2007年4月1日現在 職員数1,050人
2008年4月1日現在 職員数1,011人
2009年4月1日現在 職員数 976人
2010年4月1日現在 職員数 927人
2011年4月1日現在 職員数 905人
2012年4月1日現在 職員数 906人
2013年4月1日現在 職員数 897人
2014年4月1日現在 職員数 901人

(備考）

⑴ 2014年４月１日から2015年３月３１日

までに採用・退職した職員数です。

⑵ 採用・退職者数には、出水商業高等

学校教諭および指導主事を含みません。

出水市人事行政の運営等の状況について
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(５) 一般行政職の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況（2015年４月１日現在）

(８) 特殊勤務手当の状況（2015年４月１日現在）

(７) 扶養手当・住居手当・通勤手当等の状況（2015年４月１日現在）

経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年 備　　考

大　学　卒 261,104円 326,186円 346,840円

高　校　卒 該当なし 284,090円 325,780円

技能・労務職 高　校　卒 該当なし 該当なし 287,411円

一般行政職
※ 経験10年、15年、20年に該
当する職員数が少ない場合
は、それぞれおおむね該当す
る範囲の経験年数での平均を
記載してあります。

区　　　　　　分

配偶者
配偶者以外の扶養親族
　１人目
　　 配偶者がいる場合（扶養の有無を問わず） 6,500円
　　 配偶者がいない場合
　２人目以降

　特定期間（16歳～22歳まで）の子の加算 １人につき5,000円

借　家

交通用具使用者：通勤距離に応じて2,000円～31,600円

一般の宿日直
特別の宿日直（常直）

管理職員特別勤務手当 同じ

管理職員（医師を含む。）に対して支給（職務に応じて　27,000円～200,000円） 支給額が異なる管理職手当

管理職員（医師を含む。）が災害等により臨時または緊急の必要により平日の深夜０時から
５時までまたは週休日等に勤務した場合に支給（１回につき12,000円を超えない範囲）

通勤手当

住居手当
家賃12,000円以上、手当額の上限　最高27,000円

夜間勤務手当

休日勤務手当

時間外勤務手当
正規の時間を超えて勤務した全時間に対して支給

宿日直手当
21,000円／月

※他の地方公共団体等に派遣され、かつ、居住地が市外の場合　55,000円以内

交通機関利用者：運賃相当（最高55,000円）

13,000円

同じ
4,200円／回

※以外は同じ

同じ

同じ

（勤務１時間当たりの給与額×135/100）

正規の勤務時間として午後10時から翌日午前5時までの間に勤務した全時間に対して支給

（勤務１時間当たりの給与額×25/100）

祝日法による休日および年末年始の休日において正規の勤務時間中に勤務した全時間に対し
て支給

（勤務１時間当たりの給与額×125/100から175/100）
同じ

同じ

内容および支給単価
国の制度
との異同

手　当　名

単身赴任手当 30,000円＋距離区分による加算額 同じ

同じ
11,000円
6,500円

扶養手当

(６) ラスパイレス指数の状況（2014年４月１日現在）

区分 出水市 一般市平均 全国市平均

2014年 97.5 97.9 98.6

（備考）１ ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。
２ 一般市とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラスパイレス指数を単純平均したものです。

(備考) 特殊勤務手当は、著しく危険、不快、不健康または困難であるなど特殊な勤務に従事する職員に支給される手当です。

２H未満

２H以上４H未満

４H以上

医師

その他の職員

２H以上

２H未満

左記職員に対する支給単価

2,900円

3,300円

主な支給対象業務

行旅死亡人取扱手当

感染症の患者等の救護作業また
は感染症の病原体の付着した物
件等の処理業務

行旅死亡人の収容業務に従事した職員

手当の名称 主な支給対象職員

日額290円

１回19,000円

行旅死亡人の収容業務 １体2,000円

医療または医療に関する研究
給料月額に5/100を乗じて得た
額に月額40万円以内の額を加算
した額

当直業務

へき地の巡回診療業務 １回5,500円

病院および診療所の業務 給料月額の10/100

当直医手当 当直勤務に従事する医師

医師手当
医療又は医療に関する研究に従事する
医師

防疫手当 防疫作業に従事した職員

へき地診療手当 へき地の巡回診療に従事した医師

業務手当 病院及び診療所に勤務する医師

待機手当
病院の医師及び臨床検査科、臨床工学科の
職員または手術に従事した看護科職員

業務のため待機を命ぜられ待機
をしたとき

１回3,000円

夜間看護手当
深夜の看護業務に従事した助産師・看護師
または准看護師

一部または全部が深夜において
行われる看護等の業務

2,000円

１回1,750円

救急業務手当 救急業務に従事した消防職員 救急業務 １回150円

はしご業務手当
はしご付消防自動車の運転および作業に従
事した消防職員

はしご付消防自動車の運転およ
及び作業

１勤務日200円

夜間特殊業務手当
深夜の有線電気通信設備、無線通信設備の
運用または保守業務に従事した消防職員

一部が深夜において行われる業
務

300円

200円

潜水業務手当 潜水業務に従事した消防職員 潜水業務 １回300円
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　　育児休業：子が３歳に達するまで　　（取得人数　22人）

(９) 期末・勤勉手当の状況（2015年４月１日現在）

期末手当 勤勉手当

6月期 1.225月分 0.750月分

12月期 1.375月分 0.750月分

計 2.600月分 1.500月分

加算措置
職務の級等による加算措置
有（５%～１５%）

(11) 特別職等の報酬等の状況（2015年４月１日現在）

３ 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況（2015年４月１日現在）

(１) 勤務時間

開始時刻 終了時刻 休憩時間 1日の勤務時間

8時30分 17時15分 1時間 7時間45分

(２) 休暇

③ 病気休暇

病気の態様 期　間

公務上の負傷または疾
病

その療養に必要な期間

上記以外の負傷・疾病
90日を超えない範囲内で
その療養に必要な期間

④ 特別休暇

間　期目　項

骨髄移植提供のための休暇 必要と認められる期間

ボランティア休暇 １年間に５日の範囲内の期間

〃　　日５るす続連暇休婚結

産前・産後休暇 産前８週間、産後８週間

職員の妻の出産 ２日の範囲内

子(中学校就学の始期に達するまでの

子)の看護休暇
１年間に５日の範囲内

内囲範の日２暇休理生

職員の親族が死亡した場合
親族に応じ、1日から10日までの連続
した日数

父母の法要（父母の死亡後15年内に
行われるものに限る。)

１日の範囲内

夏季休暇
７月から９月までの期間における３日
の範囲内

 以上のほか、全24種類

⑤ 介護休暇 連続する６か月の範囲内（無給）

⑥ 組合休暇 年30日(無給)

① 勤務を要しない日等

ア 日曜日および土曜日

イ 祝日法による休日

ウ 12月29日から翌年１月３日まで

(備考)

職場や職種によっては，左記と異なる場

合があります。

(備考)

職場や職種によっては、上記と異なる場合がありま

す。
② 年次有給休暇

１年間に20日

777,600 円 （ 864,000 円 ）

619,400 円 （ 652,000 円 ）

595,650 円 （ 627,000 円 ）

409,000 円

326,000 円

303,000 円

（支給時期）

支　給　額　等区 分

市 長

副 市 長

教 育 長

（算定方式）

副 市 長

教 育 長

市 長

議 員

退
職
手
当

退職(任期満了を含む。)したとき

市 長 給料月額×420/100×在職年数

教 育 長 給料月額×300/100×在職年数

副 市 長 給料月額×300/100×在職年数

(備考)
2015年4月から市長
の給料については
10％減額、副市長お
よび教育長について
は5％減額して支給
されています。（
）内の額が条例に規
定されている給料額
です。

期
末
手
当

報
酬

副 議 長

議 員

議 長

（2014年度支給割合）
　３．１０月分

給
料

(10) 退職手当の状況（2015年４月１日現在）

勤続２０年 20.445 月分 25.55625 月分

勤続２５年 29.145 月分 34.58250 月分

勤続３５年 41.325 月分 49.59000 月分

最高限度額 49.590 月分 49.59000 月分

その他の加算措置

退職時特別昇給

自己都合 勧奨・定年

定年前早期退職特例措置
（２％～２０％加算）

無し

５ 職員の分限および懲戒処分の状況（2014年度）

処分者数（人） 処分事由

免　　職 0

降　　任 0

休　　職 10 心身の故障等による長期休養

降　　格 0

失　　職 0

免　　職 0

停　　職 0

減　　給 0

戒　　告 3 道路交通法違反

処分内容

分
限
処
分

懲
戒
処
分

(分限処分)

分限処分とは、公務能率の維持のため、職員の身

分保障を前提にしつつ、職員に不利益な身分変動

をもたらす処分です。

(懲戒処分)
懲戒処分とは、職員の義務違反に対する、道義
的責任を負わせ、制裁を行う処分です。

４ 職員の休業の状況（2015年４月１日現在）

ただし、採用初年度は、採用月により20日未満を付与。

また、２年目以降は20日を限度として繰越。

広報いずみ2015（平成27年）11月 12



６ 職員の服務の状況（地方公務員法に基づく職員の義務等）

(１) 全体の奉仕者

採用時、全体の奉仕者として、公共の利益のために専念する旨等を宣誓させています。

(２) 職務に専念する義務

(３) 信用失墜行為の禁止

職員がその職の信用を傷つけたり、職員全体の不名誉となる行為を行ったりすることは厳に禁止されています。

なお、本市は、公務員倫理の確保に必要な事項を出水市職員倫理条例に規定するなど、信用失墜行為の防止に努めています。

(４) 政治的行為の制限、争議行為等の禁止

職員は、政治的中立性の確保、政治的影響からの保護の必要性から、政治的行為が制限されています。また、全体の奉
仕者として、公共の福祉のために勤務するという地位にあることから、争議行為等が禁止されています。

(６) その他
以上のほか、職員には、法令および職務命令に従う義務、秘密を守る義務が課されています。

７ 職員の研修及び勤務成績の評定の状況

(１) 職員研修の状況（2014年度実績） (２) 職員の勤務成績の評価の状況

① 定期勤務評価（2015年度から新人事評価導入）

ア 評価の期間 毎年４月から翌年３月までの期間

イ 評価項目

ウ 評価結果の活用方法 人事異動等、その他検討中

② その他の勤務評定

条件付任用期間満了時評定

８ 職員の福祉及び利益の保護の状況

(２) 職員健康診断事業等
（2014年度実績）

項　目 受診者数

定期健康診断(身体測定、
血液検査、心電図検査、胸
部・胃部ﾚﾝﾄｹﾞﾝ、大腸がん
検診等)

623人

(１) 出水市職員互助会の主な事業（2014年度実績）

政策経営部 総務課 職員係
☎６３－４０２３

問い合わせ先

職員は、勤務時間中においては、その注意力の全てを職責遂行のために注ぐよう義務付けられています。

例外として、法令等に定めのある場合に限り、限定的にその義務を免除しています。

(例) ①研修（自己研修等） ②健診・人間ドック、献血等 ③その他任命権者が認めるもの(消防団活動，県民体育大会等の選

手・監督等)

(５) 営利企業等への従事制限
職員は、許可を得なければ、私企業等への従事、私企業の経営等を行ってはならないとされています。

許可する例としては、法令等に定めのある場合に限り、次のようなものが挙げられます。

(例)  消防団従事、各種統計調査への従事等

出水市職員互助会は、条例により設置

され、職員の相互共済および福利厚生に

関する事業を行っています。

その経費は、主に会員の会費で充てら

れ、人間ドックのみ、一部、市からの補

助金等が充てられています。

研　　修　　名 研修場所等 受講人員

階層別(初級、中級、主査、係長、課長
補佐、課長)職員研修

鹿児島県自治研修セン
ター

84人

論理的問題解決等特別研修 　　　　〃 49人

自治大学校派遣研修 東京都立川市 １人

市町村アカデミー研修 千葉県千葉市 13人

国際文化アカデミー研修 滋賀県大津市 ３人

日本経営協会主催行政専門事務講座 福岡県福岡市 18人

さつま出水青年会議所派遣研修 勤務時間外に従事 ２人

人81内庁修研トクェジロプ化性活市水出

市民満足度向上・モチベーション向上研
修

人52内庁

人02内庁修研務執制法

やねだん故郷創世塾 鹿屋市串良町 ８人

人権同和問題研修 中央公民館 96人

９ その他（公平委員会の業務に関する報告）

(１) 勤務条件等に関する措置の要求 （２０１４年度実績）

(２) 不利益処分に関する不服申し立て （２０１４年度実績）

前年度からの継続事案がなく、また、新たな措置要求もなし。

前年度からの継続事案がなく、また、新たな措置要求もなし。

項　　目 詳　細　項　目

実　　績 仕事の質・量、目標達成度

知識・技術力、理解・判断力、企画立案力

表現・折衝力、指導・育成力

規律・倫理性、責任性、積極性

協調・連携性、革新性

能　　力

勤務態度

等員人容　内　業　事別　　　種

１日ドック 10,000円 76人
（医療ｾﾝﾀｰ利用） 15,000円 13人
２日ドック 20,000円 186人
脳ドック 10,000円 10人
ＰＥＴ等の検診 30,000円 1人
配偶者ドック 5,000円 26人

スポーツ事業
市主催等事業に市役所チーム
として参加した場合

競技参加者1人に
つき

500円 82人

自主厚生事業
スポーツ、文化活動を目的に
活動している団体

構成員1人につき 500円 6団体

肥薩おれんじ鉄
道利用促進事業

課内旅行や家族旅行におれん
じ鉄道を利用、イベント列車
利用した場合

1人につき 1,000円 1団体

家族会交流会助
成

ボランティア活動等を実施し
て交流を行った場合

1人につき 1,000円 31人

給　付　額

人間ドック事業
助成

会員が人間ドックを利用した
場合
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た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
い

　

た
だ
き
、
参
加
費
を
お
振
り
込

　

み
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

申
込
期
限　
11
月
24
日
（
火
）

※
先
着
35
人
で
締
め
切
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

実
行
委
員
会
事
務
局
（
堂
脇
）

　
（
☎
�
１
２
４
４
）

　

北
薩
５
市
町
で
は
、
滞
納
処
分

に
よ
り
差
し
押
さ
え
た
物
品
等
の

動
産
に
つ
い
て
、合
同
公
売
会（
入

札
）
を
開
催
し
ま
す
。

　

１
０
０
件
程
度
の
物
品
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日　
時　
11
月
14
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
開
場

場　
所　
薩
摩
川
内
市

博
物
館
講
座
５

大
空
で
羽
ば
た
く
凧
を
作
ろ
う
！

開
催
日　
11
月
28
日
（
土
） 

時　
間　
午
前
10
時
～
正
午

場　
所　
ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク

定　
員　
20
人
（
定
員
に
達
し
次

　

第
締
め
切
り
ま
す
。）

対
象
者　
小
学
生
以
上

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同

　

伴
に
限
り
ま
す
。

参
加
料　
１
５
０
円

申
し
込
み　
11
月
５
日
（
木
）
か

　

ら
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み

　
（
☎
�
８
９
１
５
）

博
物
館
講
座
６

ツ
ル
や
冬
の
鳥
を
観
察
し
よ
う
！

開
催
日　
11
月
29
日
（
日
） 

時　
間　
午
前
９
時
～
同
11
時

場　
所

　

ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー
周
辺

定　
員　
20
人
（
定
員
に
達
し
次

　

第
締
め
切
り
ま
す
。）

対
象
者　
幼
児
～
一
般
の
方

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同

　

伴
に
限
り
ま
す
。

参
加
料　
無　

料

申
し
込
み　
11
月
６
日
（
金
）
か

　

ら
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み

　
（
☎
�
８
９
１
５
）

　

い
に
し
え
の
息
吹
が
感
じ
ら
れ

る
「
出
水
麓
武
家
屋
敷
群
」
や
、

中
世
山
城
で
あ
る
「
出
水
城
」
な

ど
出
水
の
歴
史
や
、
東
光
山
か
ら

一
望
す
る
「
広
大
な
出
水
平
野
」

な
ど
、
歴
史
と
眺
望
を
楽
し
め
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま

す
。

日　
時　
12
月
５
日
（
土
）

集
合
場
所　
出
水
駅
西
口

コ
ー
ス

　

Ａ
コ
ー
ス　

11
キ
ロ
㍍

　

Ｂ
コ
ー
ス　

７
キ
ロ
㍍

参
加
料　
一
般　

１
５
０
０
円

　

中
学
生
以
下　

１
０
０
０
円

応
募
方
法

　

応
募
用
紙
に
参
加
料
を
添
え
て

　

申
し
込
む
か
、
郵
便
振
替
に
よ

　

り
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

募
集
期
限　
11
月
30
日
（
月
）

問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
実

　

行
委
員
会
事
務
局
（
本
庁
観
光

　

交
流
課
（
☎
�
４
０
６
１
））

催
　
　
　
し

催
　
　
　
し

歴
史
と
眺
望
を
楽
し
み

な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

冬
の
鳥
を
観
察
し
よ
う

ツ
ル
凧
を
作
っ
て
空
に

飛
ば
そ
う

　

川
内
文
化
ホ
ー
ル
第
１
会
議
室

必
要
な
も
の　
買
受
代
金
、印
鑑
、

　

本
人
確
認
で
き
る
も
の
、
本
人

　

以
外
の
場
合
は
委
任
状

内　
容　
入
札
に
よ
る
公
売
と
な

　

り
、
公
売
物
件
の
引
き
渡
し
は

　

買
受
代
金
納
付
時
（
当
日
）
の

　

現
況
で
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
北
薩
地
域
市
町

　

合
同
公
売
会
事
務
局
（
薩
摩
川

　

内
市
役
所
収
納
課　

滞
納
整
理

　

グ
ル
ー
プ
）（
☎
０
９
９
６

－
　

２
３

－

５
１
１
１
（
内
線
２
４

　

５
１
）

北
薩
地
域
市
町
合
同
で

合
同
で
公
売
会
を
開
催

　

実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る

「
第
６
回
着
物
で
出
水
武
家
屋
敷

を
歩
こ
う
会
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日　
時

　

11
月
29
日
（
日
）
※
小
雨
決
行

　

午
前
の
部　

午
前
９
時

　

午
後
の
部　

午
後
１
時
30
分

受
け
付
け
お
よ
び
着
付
け

午
前
の
部

　

午
前
９
時
～
正
午

午
後
の
部

　

午
後
１
時
30
分
～
同
４
時

※
会
場
・
吉
田
宅
（
麓
町
24
番
11

　

号
）

武
家
屋
敷
散
策

　

そ
れ
ぞ
れ
着
付
け
終
了
時
間
か

　

ら
１
時
間
武
家
屋
敷
散
策
と
な

　

り
ま
す
。

※
着
用
し
た
着
物
、
帯
と
足
袋
は

　

持
ち
帰
れ
ま
す
。

※
散
策
後
、
着
物
を
着
替
え
終
了

　

と
な
り
ま
す
。

参
加
料　
５
５
０
０
円
（
１
人
当

　

た
り
）

※
参
加
費
入
金
で
申
し
込
み
完
了

　

と
し
ま
す
。 

申
し
込
み　
参
加
申
込
書
に
必
要

　

事
項
を
ご
記
入
の
上
、
郵
送
ま

着
物
で
武
家
屋
敷
を
散

策
し
ま
せ
ん
か

　地元の安心・安全・信頼できる
安価な野菜・果物などを、たくさ
ん品揃えして、お待ちしています。

（電話・ＦＡＸ　82 － 4615）

大久保地区村づくり物産直売所
「山ん神」

　　13 周年記念セール開催 !!
期　日　11 月７日（土）
時　間　午前８時～午後４時

補回健診のお知らせ
　市では特定健康診査及び
がん検診（補回）を 11 月 15
日に高尾野農業者健康管理
センターで行います。詳しく
はお問い合わせください。
問い合わせ先　本庁健康増
　進課健康保険係
　（☎ 63 － 4041）
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椎
葉　

和
彦
氏

　

演
題　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
社
会

　

保
障
・
税
番
号
制
度
）
が
始
ま

　

り
ま
す
！

（
第
２
部
）

○
講
師　
出
水
税
務
署
署
長

　

伊
倉　

博
氏

　

演
題　
国
側
代
理
人
の
独
り
言

定　
員　
一
般
市
民
１
０
０
人

参
加
料　
無　

料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

北
薩
法
人
会
事
務
局

　
（
☎
�
１
３
３
８
）

　

本
市
に
お
け
る
地
域
で
の
６
次

産
業
化
推
進
の
実
現
を
図
る
た

め
、
農
林
水
産
業
者
の
加
工
・
販

売
や
農
商
工
連
携
に
よ
る
商
品
開

発
な
ど
に
よ
り
新
た
な
農
林
水
産

業
の
可
能
性
に
挑
戦
す
る
先
進
事

例
の
紹
介
な
ど
の
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

日　
時

　

11
月
12
日
（
木
）
午
後
６
時

　
（
受
け
付
け
午
後
５
時
30
分
）

場　
所　
高
尾
野
農
村
環
境
改
善

　

セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

参
加
料　
無　

料

講　
演

○
演
題
『
６
次
産
業
化
の
推
進
と

　

課
題
～
経
営
確
立
か
ら
商
品
開

　

発
・
販
路
開
拓
ま
で
～
』

　

講
師　
中
村　

博
信　

氏
（
中

　

出
水
舞
台
芸
術
21
を
ゲ
ス
ト
に

迎
え
、
混
声
合
唱
団
ソ
ナ
ー
レ
の

第
34
回
定
期
演
奏
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

日　
時

　

11
月
29
日
（
日
） 

午
後
２
時

　

午
後
１
時
30
分
開
場

場　
所　
市
文
化
会
館

入
場
料　
大
人　

５
０
０
円

　

高
校
生
以
下　

３
０
０
円

曲　
目

　

日
本
の
四
季
の
歌
よ
り
「
小
さ

　

い
秋
見
つ
け
た
」「
雪
の
降
る

　

街
を
」、
組
曲
「
筑
後
川
」
よ

　

り
「
河
口
」、
ま
た
君
に
恋
し

　

て
る　

ほ
か

問
い
合
わ
せ
先

　

混
声
合
唱
団
ソ
ナ
ー
レ
事
務
局

　
（
☎
�
９
９
０
９
（
池
田
））

　
「
見
る
こ
と
」
や
「
聞
く
こ
と
」

が
不
自
由
な
方
も
、
誰
も
が
一
緒

に
楽
し
め
る
音
声
ガ
イ
ド
と
日
本

語
字
幕
ス
ー
パ
ー
入
り
の
映
画
を

（
株
）
住
友
商
事
の
ご
協
力
に
よ

り
上
映
し
ま
す
。

作　
品　
「
天
国
か
ら
の
エ
ー
ル
」

日　
時　
12
月
５
日
（
土
）

　

午
後
６
時
30
分

場　
所　
市
中
央
図
書
館
研
修
室

定　
員　
50
人

参
加
料　
無　

料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
中
央
図
書
館

　
（
電
話
☎
�
２
１
０
５
）

　

有
用
微
生
物
群
を
利
用
し
て
、

生
ご
み
を
堆
肥
化
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

日　
時　
11
月
11
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
正
午

場　
所

　

高
尾
野
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

　

ー
農
事
研
修
室
（
視
聴
覚
室
）

内　
容

○
有
用
微
生
物
群
Ｅ
Ｍ
と
は

○
生
ご
み
堆
肥
化
（
自
家
処
理
、

　

地
域
内
処
理
）
の
意
義

○
生
ご
み
の
堆
肥
化
の
方
法
（
コ

　

ン
ポ
ス
ト
・
ボ
カ
シ
容
器
・
電

　

気
式
ほ
か
）

生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
に

つ
い
て
学
ぼ
う

○
生
ご
み
処
理
す
る
た
め
の
資
材

　
（
容
器
・
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
）
説
明

○
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
作
り
（
実
習
）

　

講
師　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
生
ご
み
は
燃
や
し

　

ま
せ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

理
事
長　

山
下　

浩
氏

参
加
料　
無　

料

そ
の
他　
事
前
に
お
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。（
材
料
等
の
準
備
の

　

た
め
）

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　
（
☎
�
４
０
４
２
）

混
声
合
唱
団
ソ
ナ
ー
レ

定
期
演
奏
会
♪

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

映
画
会
を
開
催

児童文学作家　季巳明代講演会
　地元作家のお話を聞いてみませんか？
日　時　11 月 23 日（月）午後２時
場　所　中央図書館研修室
内　容　「作家になるには」※中高生向けの講演
対　象　中学生・高校生・一般の方
定　員　50 人
参加料　無料
申し込み・問い合わせ先
　市中央図書館（☎ 63 － 2105）

　

村
診
断
士
事
務
所
（
デ
パ
地
下

　

バ
イ
ヤ
ー
診
断
士
）

○
演
題
『
物
づ
く
り
は
、
人
も
つ

　

く
る
～
世
界
を
目
指
せ
‼
お
茶

　

の
新
商
品
開
発
へ
挑
戦
～
』

　

講
師　
邉
田　

孝
一　

氏
（
ヘ

　

ン
タ
製
茶
㈲
）

問
い
合
わ
せ
先　
高
尾
野
支
所
農

　

政
課
農
政
畜
産
係
（
☎
�
５
４

　

２
５
）

６
次
産
業
化
講
演
会
を

開
催

　

北
薩
法
人
会
で
は
「
税
を
考
え

る
週
間
」
に
合
わ
せ
て
、
税
制
研

修
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　
時　
11
月
11
日
（
水
）

　

午
後
４
時
～
同
６
時

会　
場　
鶴
丸
会
館

講　
演

（
第
１
部
）

○
講
師　
出
水
税
務
署
法
人
課
税

　

部
門
統
括
国
税
調
査
官

税
の
研
修
会
を
開
催

大相撲出水場所
～市制施行 10 周年記念事業　大相撲冬巡業～

　大相撲が本市にやってきます。チケット料金等詳
しくは実行委員会にお問い合わせください。
日　時　12 月４日（金）午前８時開場
　　　　午後３時　打ち出し（終了予定）
場　所　市総合体育館
問い合わせ先　大相撲出水場所実行委員会
　　　　　　　（☎ 62 － 8001）
※水曜日（定休）以外、午前９時～午後５時
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で
い
た
だ
く
た
め
に
、
薬
剤
師
が

薬
の
残
量
等
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

バ
ッ
グ
で
す
。
薬
局
に
持
参
さ
れ

た
飲
み
残
し
の
薬
の
数
量
、
保
管

状
況
、
服
用
状
況
等
を
確
認
す
る

こ
と
で
、
古
く
な
っ
て
使
え
な
い

薬
の
廃
棄
や
飲
み
間
違
い
を
防
ぎ

ま
す
。

　

薬
の
服
用
を
管
理
し
飲
み
残
し

を
減
ら
し
、
正
し
く
薬
を
飲
む
こ

と
に
よ
っ
て
薬
本
来
の
効
果
が
提

供
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
残
っ
た
薬
を
整
理
す
る

こ
と
で
医
療
費
の
負
担
軽
減
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

※
ま
ず
は
、
か
か
り
つ
け
薬
局
に

　

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
郡
薬
剤
師
会
事
務
局

　
（
☎
�
４
６
８
３
）

　

鹿
児
島
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
月
間
中

の
夜
間
に
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
を

実
施
し
ま
す
。
出
水
保
健
所
で
の

実
施
は
次
の
と
お
り
で
す
。

日　
時　
12
月
２
日
（
水
）

　

午
後
５
時
～
同
７
時

場　
所
　
出
水
保
健
所
（
北
薩
地

　
移
動
献
血
車
に
よ
る
献
血
を
実

施
し
ま
す
。

　

献
血
受
付
時
に
本
人
確
認
を
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
運
転

免
許
証
等
の
身
分
証
明
書
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
献
血
カ
ー
ド
を
お
持
ち

の
方
は
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

多
く
の
方
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

日
時
・
場
所

○
11
月
24
日
（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

　

市
文
化
会
館
駐
車
場

○
11
月
24
日
（
火
）

　

午
後
２
時
～
同
４
時

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

種　
類　
４
０
０
ミ
リ
㍑

問
い
合
わ
せ
先

　

県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

　
（
０
９
９

－

２
５
７

－

３
１
４

　

１
）

　

本
庁
健
康
増
進
課
保
健
予
防
係

　
（
☎
�
４
０
４
３
）

　
「
お
く
す
り
整
理
そ
う
だ
ん
バ

ッ
グ
」
は
、
安
心
し
て
薬
を
飲
ん

献
血
に
ご
協
力
を

健
　
　
　
康

健
　
　
　
康

　

域
振
興
局
出
水
庁
舎
本
館
１
階
）

検
査
料　
無　

料

申
し
込
み　
出
水
保
健
所

　
（
☎
�
１
６
３
６
（
内
線
２
０
５
））

※
要
予
約

そ
の
他　
検
査
は
匿
名
で
受
け
る

　

こ
と
が
で
き
、
検
査
結
果
は
即

　

日
で
わ
か
り
ま
す
。

　

熊
本
県
天
草
市
と
長
崎
県
島
原

地
域
・
鹿
児
島
県
北
薩
地
域
を
結

ぶ
フ
ェ
リ
ー
航
路
の
モ
ニ
タ
ー
利

用
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

当
選
す
る
と
、往
路
は
車
両（
５

㍍
未
満
）
と
同
乗
者
２
人
ま
で
無

料
で
乗
船
で
き
、
復
路
は
天
草
市

内
の
宿
泊
施
設
に
宿
泊
し
た
場
合

に
限
り
無
料
で
乗
船
で
き
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
対
象
期
間

　

12
月
４
日
～
２
０
１
６
（
平
成

28
）
年
２
月
14
日
（
日
）（
年
末

年
始
を
除
く
）

モ
ニ
タ
ー
対
象
航
路

○
口
之
津
～
鬼
池
航
路

　
（
島
鉄
フ
ェ
リ
ー
）

○
中
田
～
諸
浦
航
路

　
（
天
長
フ
ェ
リ
ー
）

○
牛
深
～
蔵
之
元
航
路

　
（
三
和
フ
ェ
リ
ー
）

応
募
期
限　
11
月
25
日
（
水
）

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
を
実
施

募
　
　
　
集

募
　
　
　
集

応
募
方
法　
ハ
ガ
キ
で
の
申
し
込

　

み
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
応
募
ハ
ガ
キ
は
１
人
１
枚
で
、

　

抽
選
の
結
果
は
当
選
者
の
み
に

　

通
知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

天
草
地
域
フ
ェ
リ
ー
航
路
利
用

　

促
進
協
議
会
事
務
局
（
天
草
市

　

地
域
政
策
課
内
）（
☎
０
９
６

　

９

－

２
３

－

１
１
１
１
（
内
線

　

１
３
７
７
））

　
「
鹿
児
島
県
出
水
市
の
観
光
」
と

「
熊
本
県
水
俣
市
の
観
光
」
を
表

現
し
た
作
品
（
写
真
）
を
募
集
し

ま
す
。

応
募
期
限　
２
０
１
６
（
平
成
28
）

　

年
２
月
29
日
（
月
）

募
集
作
品

　

デ
ジ
タ
ル
画
像
デ
ー
タ
。
本
人

　

が
撮
影
し
た
も
の
で
、
20
メ
ガ

　

バ
イ
ト
以
内
の
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
。
カ

　

ラ
ー
・
モ
ノ
ク
ロ
は
問
わ
ず
、

　

組
写
真
は
不
可
で
す
。

応
募
方
法

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　

で
、
コ
ン
テ
ス
ト
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
の
応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら
画

　

像
デ
ー
タ
等
を
送
信
す
る
か
、

　

デ
ー
タ
を
記
録
し
た
Ｃ
Ｄ

－

Ｒ

　

な
ど
の
記
録
媒
体
に
「
氏
名
、

　

電
話
番
号
、
作
品
タ
イ
ト
ル
、

　

撮
影
場
所
（
出
水
ま
た
は
水
俣

　

）」
を
明
記
し
た
用
紙
を
添
付

　

の
上
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
記
録
媒
体
の
返
却
は
し

　

ま
せ
ん
。

応
募
先

〒
８
６
７

－

８
５
５
５

　

水
俣
市
陣
内
一
丁
目
１
番
１
号

　

水
俣
市
経
済
観
光
課　

観
光
写

　

真
コ
ン
テ
ス
ト
係

表
彰
・
賞
金
（
賞
品
）

○
グ
ラ
ン
プ
リ　

賞
金
１
万
円　

　

２
点  

○
特
別
賞　

賞
金　

５
千
円

　

４
点  

○
月
間
賞　

賞
金　

５
千
円

　

毎
月
４
点　

ほ
か

※
応
募
作
品
は
、
出
水
・
水
俣
の

　

観
光
振
興
等
の
広
報
活
動
に
無

　

償
で
使
用
し
、
フ
リ
ー
素
材
と

　

し
て
公
開
い
た
し
ま
す
。

※
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
く
だ
さ

　

い
。
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
：http://

　

izum
im

inam
ata.com

/ 

問
い
合
わ
せ
先　
水
俣
市
経
済
観

　

光
課
（
☎
０
９
６
６

－

６
１

－
　

１
６
２
９
）

天
草
地
域
フ
ェ
リ
ー
航
路

モ
ニ
タ
ー
利
用
者
を
募
集

薬
は
整
理
し
、
正
し
く

飲
も
う

出
水
・
水
俣
の

観
光
写
真
を
募
集
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○
ア
イ
フ
ォ
ン
を
ご
利
用
の
方

○
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
を
ご
利
用
の
方

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

　
（
☎
�
４
０
４
７
）

　

か
ご
し
ま
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
若
年
者
の
就

職
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
丁
寧
に
支

援
し
ま
す
。（
相
談
、
就
労
支
援
、

セ
ミ
ナ
ー
等
）ま
た
、ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
出
張
相
談
を
実
施
し
て
い
ま

す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

対
象
者　
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の

　

方
お
よ
び
家
族
・
保
護
者

相
談
開
場　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
水

相
談
日
時

　

毎
月
第
２
・
３
・
４
木
曜
日

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

相
談
料　
無　

料
（
要
予
約
）

問
い
合
わ
せ
先　
か
ご
し
ま
若
者

　

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
（
☎
０
９
９

－

２
９
７

－

６
４

　

３
１
）

　

妊
娠
期
か

ら
就
学
前
ま

で
の
子
育
て

家
庭
を
対
象

に
、
子
育
て

支
援
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
が
簡

　

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
で

は
、
女
性
の
弁
護
士
に
よ
る
法
律

相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　

対
象
者
は
女
性
で
、
配
偶
者
等

か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）、
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
女
性
の
人
権

に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
相
談
を

受
け
ま
す
。

相
談
日
時　
11
月
18
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

相
談
会
場　
鹿
児
島
県
男
女
共
同

　

参
画
セ
ン
タ
ー
相
談
室

相
談
方
法　
電
話
ま
た
は
面
接

※
い
ず
れ
も
事
前
に
予
約
が
必
要

　

で
す
。

相
談
料　
無　

料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン

　

タ
ー
相
談
室
（
か
ご
し
ま
県
民

　

交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

　
（
☎
０
９
９

－

２
２
１

－

６
６

　

３
０

※
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
月
曜

　

日
は
休
館
）

単
に
検
索
で
き
、
本
市
の
施
設
や

病
院
等
の
マ
ッ
プ
検
索
、
お
子
さ

ん
の
成
長
記
録
な
ど
が
楽
し
め
る

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
専
用
の
ア
プ
リ

が
で
き
ま
し
た
。
市
の
公
式
ア
プ

リ
で
す
。
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

※
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は
無
料
で
す
が
、

　

接
続
料
・
通
信
料
は
登
録
者
の

　

負
担
と
な
り
ま
す
。

対
象
者

　

市
内
在
住
の
妊
婦
お
よ
び
就
学

　

前
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者

※
施
設
の
マ
ッ
プ
検
索
も
で
き
ま

　

す
の
で
、
対
象
者
以
外
の
方
も

　

楽
し
め
ま
す
。

機
能
内
容

○
子
育
て
支
援
な
ど
の
情
報
を
簡

　
単
に
確
認

　

子
育
て
世
帯
に
必
要
な
手
当
や

子
ど
も
医
療
費
助
成
等
の
案
内
、

健
診
や
予
防
接
種
の
情
報
、
相
談

の
窓
口
案
内
、
保
育
所
や
児
童
ク

ラ
ブ
の
一
覧
、
本
市
独
自
の
子
育

て
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
、
親
子
交
流

サ
ー
ク
ル
や
子
育
て
サ
ロ
ン
の
情

報
等
簡
単
に
調
べ
ら
れ
ま
す
。

○
施
設
の
マ
ッ
プ
を
簡
単
に
探
せ

　
て
、
順
路
も
検
索

　

保
育
所
や
幼
稚
園
、
学
校
等
、

公
共
施
設
の
マ
ッ
プ
検
索
が
で

き
、
現
在
地
か
ら
の
距
離
や
順
路

が
簡
単
に
分
か
り
、
施
設
情
報
も

調
べ
ら
れ
ま
す
。

○
イ
ベ
ン
ト
を
確
認

　

市
が
実
施
す
る
子
育
て
関
連
の

子
育
て
応
援
ア
プ
リ
を配信

イ
ベ
ン
ト
が
分
か
り
ま
す
。

○
成
長
日
記
を
保
存

　

お
子
さ
ん
の
体
重
や
身
長
、
写

真
、
コ
メ
ン
ト
を
登
録
す
る
こ
と

で
、
日
々
の
成
長
の
グ
ラ
フ
管
理

や
日
記
が
楽
し
め
ま
す
。

　

日
記
の
内
容
を
ツ
ィ
ッ
タ
ー
や

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
投
稿
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
方
法

　

次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取

る
か
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
ア

プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
サ
イ
ト

「Googleplay

」
ま
た
は
「A

pp
Store

」
で
「
出
水
市
子
育
て
」

で
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
し
、
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

若
年
者
の
就
労
支
援
・

出
張
相
談

相
　
　
　
談

相
　
　
　
談

ご
相
談
く
だ
さ
い
女
性
の

た
め
の
法
律
１
１
０
番

子
　
育
　
て

子
　
育
　
て

iphone をご利
用の方は、この
ＱＲコードを読
み取るか、App 
Store で検索し
てください。

Android をご利
用の方は、このＱ
Ｒ コ ー ド を 読 み
取 る か、Google 
play で検索して
ください。

山
やまみち

道 日
ひ で お

出夫さん（65）
出水市の好きなところは？
　鶴と歴史のまちで、北は八
代海に面し、東に矢筈岳、南
に紫尾山があり、四季を感じ
て穏やかに過ごせるところ。
出水市に望むことは？
　若者が働ける職場の誘致。
ベッドタウンとしての環境整備。
ひと言
　広報紙等で地元企業のＰＲ
を。市民が関心を持つような。

松
まつした

下　啓
け い こ

子さん（72）
出水市の好きなところは？
　歴史ある町、文化の花咲く
人情あふれる町。山遠からず、
海遠からず、実り豊かな広々
とした出水平野が大好きです。
出水市に望むことは？
　体育施設もいっぱいあり、
老いも若きも運動する機会が
多いですが、子供たちの遊び
場が少ない気がします。一日
遊べる遊園地が欲しいです。

元気ですね先輩！
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市
で
は
、
来
年
度
の
児
童
ク

ラ
ブ
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
者

　

出
水
市
内
の
小
学
校
に
通
っ

　

て
い
る
児
童

受
付
期
間

　

11
月
16
日
（
月
）
～
同
30
日

　
（
月
）

受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午　

後
５

　

時
15
分

※
土
日
、祝
日
等
は
除
き
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

　

本
庁
・
各
支
所
の
担
当
課
ま

た
は
各
児
童
ク
ラ
ブ
に
あ
る
所

定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
本
庁
・
各
支
所
の
窓

口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
現
会
員
も
自
動
的
に
継
続

入
会
と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
各
児
童
ク
ラ
ブ
に
申
込
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
こ
ど
も
課
こ
ど
も
施
設

　

係
（
☎
�
４
０
５
４
）

　

高
尾
野
支
所
総
合
市
民
課

　
（
☎
�
５
４
２
２
）

　

野
田
支
所
総
合
市
民
課

　
（
☎
�
４
８
１
４
）

　児童クラブの概要
名　称 募集人員 場　　所 時　　間 会　費　等

出 　 水
東 出 水
米 ノ 津
野 　 田

35 人
35 人
35 人
30 人

各小学校・幼稚園の
空き教室等 ①平日・学校のある土曜日

　→下校時～午後６時

②学校休業日
　（日曜・祭日を除く土曜日等）
　→午前８時 30 分～午後６時

世帯状況、市町村民税
等で異なります。

※会費のほか、傷害保
　険料、おやつ代等が
　必要になります。

江 内 15 人 江内カントリーコア
西 出 水
米 ノ 津 東
高 尾 野
し も ず る

75 人
40 人
50 人
40 人 専用のクラブ室等

ま な づ る 20 人

児
童
ク
ラ
ブ
の

会
員
を
募
集

対
象
児

○
入
園
日
に
出
水
市
内
に
住
所
が

　

あ
る
幼
児

○
２
０
１
０
（
平
成
22
）
年
４
月

　

２
日
か
ら
２
０
１
３
（
平
成
25
）

　

年
４
月
１
日
ま
で
の
出
生
児

受
付
期
間

　

11
月
16
日（
月
）～
同
26
日（
木
）

※
土
・
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。

申
込
書
配
布
・
受
付
時
間

　

各
幼
稚
園
と
も
午
後
２
時
30
分

　

か
ら
同
５
時
ま
で

申
し
込
み
方
法

　

各
幼
稚
園
、
本
庁
学
校
教
育
課

　

ま
た
は
各
教
育
支
所
に
備
え
付

　

け
の
申
込
書
（
11
月
13
日
（
金
）

　

か
ら
配
布
）
に
必
要
事
項
を
記

　

入
の
上
、
希
望
す
る
幼
稚
園
に

　

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
私
立
幼
稚
園
の
募
集
（
聖
母
幼

稚
園
（
☎
�
０
４
０
１
）
と
慈

光
幼
稚
園
（
認
定
こ
ど
も
園
）

（
☎
�
２
９
３
１
））
は
、
11
月

２
日
（
月
）
か
ら
で
す
。
詳
し

く
は
、
直
接
各
幼
稚
園
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

各
幼
稚
園
（
表
）
ま
た
は
本
庁

　

学
校
教
育
課
（
☎
�
４
０
７
９
）

公
立
幼
稚
園
の
園
児
を募集

幼　稚　園　名 募集予定人員 問い合わせ先
西出水小学校附属紫翠幼稚園 87 人 ☎ 63 − 2158

東出水小学校附属幼稚園 38 人 ☎ 63 − 2163

米ノ津小学校附属幼稚園 17 人 ☎ 67 − 2938

米ノ津東小学校附属幼稚園 81 人 ☎ 67 − 1023

切通小学校附属幼稚園 30 人 ☎ 67 − 2919

荘小学校附属幼稚園 26 人 ☎ 82 − 3670

野田小学校附属幼稚園 48 人 ☎ 84 − 2067

～
11
月
は
児
童
虐
待
防
止
月
間
～

子
ど
も
へ
の
虐
待
と
は

　

保
護
者
（
親
や
親
に
代
わ
る
養

育
者
）
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ
た
行

為
で
、
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
、

多
く
の
場
合
が
重
複
し
て
起
こ
っ

て
い
ま
す
。

身
体
的
虐
待

　

な
ぐ
る
、
け
る
、
激
し
く
揺
さ

　

ぶ
る
、
や
け
ど
を
負
わ
せ
る
な

　

ど
性
的
虐
待

　

性
的
行
為
の
強
要
、
性
器
を
触

　

る
ま
た
は
触
ら
せ
る
、
性
器
や

　

性
交
を
見
せ
る
な
ど

ネ
グ
レ
ク
ト（
養
育
の
放
棄・怠
慢
）

　

家
に
閉
じ
こ
め
る
、
食
事
を
与

　

え
な
い
、
極
端
に
不
潔
な
環
境

　

の
中
で
生
活
を
さ
せ
る
、
自
動

　

車
や
家
に
置
き
去
り
に
す
る
な

　

ど
心
理
的
虐
待

　

言
葉
に
よ
る
お
ど
し
、
脅
迫
、

　

無
視
、兄
弟
間
の
差
別
的
扱
い
、

　

子
ど
も
の
前
で
配
偶
者
や
家
族

　

な
ど
に
暴
力
を
ふ
る
う
な
ど

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
の

５
か
条

①
「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら
迷

　

わ
ず
連
絡
（
通
告
）

②
「
し
つ
け
の
つ
も
り
…
」
は
言

　

い
訳

③
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い

④
親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立
場

　
（
子
ど
も
の
命
が
最
優
先
）

⑤
虐
待
は
あ
な
た
の
周
り
で
も
起

　

こ
り
う
る

相
談
・
連
絡
先

　

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ

　

ル（
☎
１
８
９（
い
ち
は
や
く
））

　

県
中
央
児
童
相
談
所
（
☎
０
９

　

９

－

２
６
４

－

３
０
０
３
）

　

出
水
市
家
庭
児
童
相
談
室　

　
（
☎
�
２
６
８
８
）

子
ど
も
を
虐
待
か
ら

守
る
た
め
に
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使
用
期
限
の
切
れ
た
農
薬
や
使

わ
な
く
な
っ
た
農
薬
、
農
薬
の
空

容
器
を
回
収
し
ま
す
。

　

農
薬
の
回
収
は
年
１
回
で
す
の

で
、
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

期　
日　
11
月
17
日
（
火
）

回
収
場
所

　

鹿
児
島
い
ず
み
農
協
本
所
資
材

　

セ
ン
タ
ー

回
収
時
間

　

午
前
９
時
～
同
11
時
30
分

回
収
料
金

　

１
キ
ロ
㌘
当
た
り
３
０
０
円
～

　

１
１
０
０
円
程
度
。

　
（
水
銀
、
ヒ
素
剤
は
１
キ
ロ
㌘

　

当
た
り
２
万
２
千
円
程
度
）

※
農
薬
の
種
類
に
よ
っ
て
料
金
が

　

異
な
り
ま
す
。

※
回
収
料
金
は
す
べ
て
現
金
扱
い

　

と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
高
尾
野
支
所

　

農
政
課
農
業
振
興
係

　
（
☎
�
５
４
２
４
）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

農
業
用
廃
残
農
薬
類
を

回
収
し
ま
す

　

県
で
は
毎
年
11
月
を
「
不
法
投

棄
防
止
強
化
月
間
」
と
定
め
て
い

ま
す
。
期
間
中
は
、
不
法
投
棄
防

止
啓
発
活
動
や
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を

強
化
し
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
で

す
。
ひ
と
り
ひ
と
り
が
「
不
法
投

棄
を
し
な
い
。
さ
せ
な
い
。
見
つ

け
た
ら
す
ぐ
電
話
を
」
と
い
う
意

識
を
持
ち
、
住
み
よ
い
地
域
を
作

り
ま
し
ょ
う
。

　

産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
を
発

見
し
た
ら
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
地
域
振
興
局
衛
生
・
環
境

　

課
（
☎
０
９
９
６

－

２
３

－

３

　

１
６
７
）

　

県
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策

　

課
（
☎
０
９
９

－

２
８
６

－

３

　

８
１
０
）

　

11
月
11
日
か
ら
同
17
日
ま
で
は

「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す
。

　

税
金
は
、
私
た
ち
が
安
定
し
た

安
全
な
生
活
が
で
き
る
社
会
を
み

ん
な
で
支
え
合
っ
て
い
く
た
め
に

必
要
で
大
切
な
も
の
で
す
。

　
「
税
を
考
え
る
週
間
」
は
、
私

た
ち
の
生
活
に
深
い
関
わ
り
の
あ

る
税
に
つ
い
て
、
そ
の
し
く
み
や

目
的
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た

め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で

す
。

　

ま
た
、期
間
中
は
「
租
税
教
室
」

を
開
催
し
た
り
、
市
内
の
小
・
中

学
生
が
か
い
た
「
税
に
関
す
る
書

道
作
品
や
絵
画
」
を
市
総
合
体
育

館
、
高
尾
野
支
所
お
よ
び
野
田
支

所
に
展
示
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

作
品
展
示
期
間
・
場
所

○
11
月
４
日
～
同
29
日

　

市
総
合
体
育
館

○
11
月
４
日
～
同
27
日

　

高
尾
野
支
所
お
よ
び
野
田
支
所

問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署
総
務
課
（
☎
�
０

　

２
０
０
）
※
自
動
音
声
案
内

不
法
投
棄
を
し
な
い

　
　
　
　
　
さ
せ
な
い

松
まつした

下　誠
まこと

さん（30）
出水市の好きなところは？
　自然がたくさん！人の温
かさもたくさん！なところ。
出水市に望むことは？
　出水に来たい！出水に住
みたい！と思われるような
町づくりや環境づくり。そん
な町になるように管理や宣
伝などをしてほしい。

竹
た け の し た

之下 綾
あ や な

奈さん（22）
出水市の好きなところは？
　海や山に囲まれて、自然が
多く住みやすい気候。イベン
ト等も盛んでにぎわいがあ
り楽しめる街だと思います。
出水市に望むことは？
　ショッピングモールや企
業の誘致。
　若い人にとって、もっと魅
力ある街になってほしいで
す！

集まれ応援団！

　

ご
応
募
の
あ
っ
た「
あ
い
さ
つ
」

「
朝
ご
は
ん
」
三
行
詩
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

あ
い
さ
つ
で
自
分
の
心
と

み
ん
な
の
心
が
か
わ
る

笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

下
水
流
小
学
校
四
年　

橋
野
萌
花

母
の
つ
く
っ
た
ご
は
ん
と
み
そ
汁

私
の
つ
く
っ
た
た
ま
ご
焼
き

私
の
好
き
な
朝
ご
は
ん

出
水
小
学
校
六
年　

脇
田
公
子

あ
い
さ
つ
は

何
を
す
る
に
も

一
番
目

野
田
中
学
校
三
年　

有
川
克
哉

お
は
よ
う
こ
ん
に
ち
は

　

さ
よ
う
な
ら

一
日
に
何
回
言
え
る
か
な

お
れ
は
何
回
言
え
る
か
な

出
水
商
業
高
校
一
年　

浜
悠
雅

朝
ご
は
ん
も
り
も
り
食
べ
た

元
気
も
り
も
り

楽
し
い
今
日
が
は
じ
ま
る
よ

　

一
般
（
野
田
町
下
名
）中

野
邦
子

※
学
校
・
学
年
は
応
募
当
時
の
も

　

の
で
す
。

「
あ
い
さ
つ
」「
朝
ご
は

ん
」
三
行
詩
⑩

～出水市における家庭の教育力の向上のためのスローガン～

税
に
つ
い
て
考
え
よ
う

長崎鼻灯台（長島町）を特別公開！
　11 月１日（日）、灯台記念日に合わせ、出水郡
長島町の長崎鼻灯台が特別公開されます。
日　時　11 月１日（日）
　　　　午前 11 時～午後４時
場　所　出水郡長島町　長崎鼻灯台
内　容　灯台内部の公開、機器等展示ほか
問い合わせ先　串木野海上保安部交通課
　　　　　　 （☎ 0996 － 32 － 2362）
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来
年
度
の
補
助
事
業
導
入
に
向

け
た
事
業
量
を
把
握
す
る
た
め
、

実
施
希
望
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
、
11
月
30
日

ま
で
に
高
尾
野
支
所
農
政
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

耕
作
放
棄
地
再
生
利
用
緊
急
対
策

事
業

①
再
生
利
用
活
動
に
対
す
る
支
援

　

耕
作
放
棄
地
の
再
生
・
利
用
の

た
め
の
次
の
取
り
組
み
を
支
援
し

ま
す
。

事
業
内
容

○
再
生
作
業　

貸
借
等
に
よ
り
当

　

該
農
地
を
長
期
間
に
わ
た
っ
て

　

耕
作
す
る
者
を
確
保
し
、
ま
た

　

は
そ
の
見
通
し
を
も
っ
て
行
う

　

農
地
の
再
生
作
業
（
障
害
物
除

　

去
、深
耕
、整
地
、土
壌
改
良
（
肥

　

料
、
有
機
質
資
材
の
投
入
、
緑

　

肥
作
物
の
栽
培
等
）
等
）

○
土
壌
改
良
（
２
年
目
）

○
営
農
定
着

○
経
営
展
開

・
対
象
と
な
る
農
地　

支
援
の
対

　

象
と
な
る
農
地
は
、
原
則
、
農

　

用
地
区
域
の
農
地
で
す
。

②
施
設
等
補
完
整
備
に
対
す
る
支

援
　

①
の
取
組
に
附
帯
し
て
行
う
施

設
等
補
完
整
備
の
取
り
組
み
を
支

援
し
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
の
再
生
利

用
活
動
を
支
援

問
い
合
わ
せ
先

　

高
尾
野
支
所
農
政
課
農
政
畜

　

産
係
（
☎
�
５
４
２
５
）

　

昨
年
分
の
所
得
税
お
よ
び
復

興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
に

基
づ
き
計
算
し
た
予
定
納
税
基

準
額
が
15
万
円
以
上
と
な
る
場

合
に
は
、
原
則
と
し
て
こ
の
予

定
納
税
基
準
額
の
３
分
の
１
相

当
額
を
そ
れ
ぞ
れ
７
月（
１
期
）

と
11
月
（
２
期
）
に
納
め
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
（
平
成
27
年
）
分
の
予

定
納
税
（
第
２
期
分
）
の
納
期

限
は
、11
月
30
日
（
月
）
で
す
。

納
期
限
ま
で
に
金
融
機
関
ま
た

は
税
務
署
の
窓
口
で
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署
個
人
課
税
部
門

　
（
☎
�
０
２
０
０
）

　

※
自
動
音
声
案
内

　
「
出
水
市
交
通
災
害
共
済
」

（
通
称
１
円
保
険
）
は
、
一
人

当
た
り
年
額
３
６
０
円
（
１
日

約
１
円
）と
い
う
安
い
会
費
で
、

交
通
事
故
で
死
傷
し
た
と
き
に

見
舞
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

読
み
聞
か
せ
な
ど
は
、
親
子
の
会
話

や
体
験
を
共
有
で
き
る
時
間
と
な

り
、
子
ど
も
の
心
や
言
葉
・
か
ら
だ

の
発
達
を
促
し
て
く
れ
ま
す
。

　

日
本
小
児
科
医
会
は
、
メ
デ
ィ
ア

に
関
す
る
５
つ
の
提
言
を
出
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。
メ
デ

ィ
ア
の
使
い
方
を
振
り
返
り
、
触
れ

合
い
の
あ
る
子
育
て
を
し
ま
し
ょ

う
。

５
つ
の
提
言

①
２
歳
ま
で
の
テ
レ
ビ
・
ビ
デ
オ
視

　

聴
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

②
授
乳
中
、
食
事
中
の
テ
レ
ビ
・
ビ

　

デ
オ
の
視
聴
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

③
す
べ
て
の
メ
デ
ィ
ア
へ
の
接
触
す

　

る
総
時
間
を
制
限
す
る
こ
と
が
重

　

要
で
す
。
１
日
２
時
間
ま
で
を
目

　

安
に
。
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
は
１
日
30

　

分
ま
で
を
目
安
に
。

④
子
供
部
屋
に
は
、
テ
レ
ビ
、
ビ
デ

　

オ
、
パ
ソ
コ
ン
を
置
か
な
い
よ
う

　

に
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
保
護
者
と
子
ど
も
で
メ
デ
ィ
ア
を

　

上
手
に
利
用
す
る
ル
ー
ル
を
つ
く

　

り
ま
し
ょ
う
。

予
定
納
税
（
第
２
期

分
）
を
お
忘
れ
な
く

き
る
市
民
相
互
の
救
済
制
度
で

す
。

　

今
か
ら
で
も
加
入
で
き
ま
す

の
で
、
も
し
も
の
と
き
の
た
め

に
備
え
て
、
家
族
そ
ろ
っ
て
加

入
し
ま
し
ょ
う
。

共
済
有
効
期
間　
申
込
日
（
会

　

費
納
入
日
）
の
翌
日
か
ら
来

　

年
６
月
30
日
ま
で

加
入
で
き
る
方

①
出
水
市
に
住
民
登
録
し
て
い

　

る
方

②
就
学
の
た
め
市
外
に
居
住
し

　

て
い
る
方
で
、
保
護
者
が
①

　

の
方

③
季
節
的
な
労
働
に
従
事
し
、

　

市
外
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方

加
入
方
法

　

本
庁
市
民
相
談
室
・
安
全
安

　

心
課
、
各
支
所
総
合
市
民
課

　

に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
で

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
安
全
安
心
推
進
課

　
（
☎
�
０
１
６
３
）

　

高
尾
野
支
所
総
合
市
民
課

　
（
☎
�
５
４
０
０
）

　

野
田
支
所
総
合
市
民
課

　
（
☎
�
４
８
１
２
）

加
入
し
ま
し
た
か

交
通
災
害
共
済

テ
レ
ビ
や
ス
マ
ホ
に
子
育
て
を

任
せ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
、
携
帯
用
ゲ
ー

ム
、
携
帯
電
話
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
が

発
達
し
、
生
活
は
便
利
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
そ
の
反
面
、
い
ろ
い
ろ

な
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
、

生
活
リ
ズ
ム
が
乱
れ
、
不
登
校
や
引

き
こ
も
り
に
陥
っ
て
い
る
子
供
た
ち

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
乳
幼
児
期

に
あ
る
子
供
た
ち
に
つ
い
て
も
子
育

て
環
境
が
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
心

や
か
ら
だ
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

乳
幼
児
期
の
子
ど
も
は
、
身
近
な

人
と
の
関
わ
り
合
い
、
そ
し
て
遊
び

な
ど
の
実
体
験
を
積
み
重
ね
て
い
く

こ
と
に
よ
り
人
間
関
係
を
築
き
、
心

と
か
ら
だ
が
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

泣
い
た
り
し
て
困
る
か
ら
と
ス
マ
ホ

な
ど
を
与
え
て
い
て
は
、
人
と
人
と

の
関
わ
り
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
特

に
言
葉
が
育
つ
２
歳
以
下
で
は
、
言

葉
の
発
達
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
通
行
の
ゲ
ー

ム
や
動
画
な
ど
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
も
育
ち
づ
ら
く
な
り
ま

す
。

　

目
と
目
を
合
わ
せ
て
、
語
り
か
け

る
こ
と
で
乳
幼
児
の
心
の
安
心
感
と

親
子
の
愛
着
が
育
ま
れ
ま
す
。
親
子

で
一
緒
に
過
ご
す
散
歩
や
外
遊
び
・

一緒に過ごし会話や
体験を共有しよう
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「
不
要
な
洋
服
を
買
い
取
り
ま
す
」

と
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
、
訪
問
日
を

約
束
し
、
後
日
業
者
が
訪
問
し
て
来
た

時「
い
ら
な
い
貴
金
属
を
売
っ
て
く
れ
」

と
し
つ
こ
く
言
わ
れ
て
困
っ
た
、
と
い

う
よ
う
な
訪
問
購
入
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

訪
問
購
入
は
、
特
定
商
取
引
法
に
よ

る
規
制
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ト
ラ
ブ
ル

に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

訪
問
購
入
の
ル
ー
ル

１　
不
招
請
勧
誘（
依
頼
の
無
い
勧
誘
）

　
の
禁
止

　

訪
問
購
入
に
つ
い
て
、
買
い
取
り
業

者
が
突
然
訪
問
し
て
く
る
「
飛
び
込
み

勧
誘
」
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

消
費
者
か
ら「
査
定
」の
依
頼
が
あ
っ

て
も
、「
売
っ
て
も
ら
え
ま
す
か
」
と

い
っ
た
査
定
を
超
え
た
勧
誘
は
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
し
つ
こ
い
勧
誘
や
、
買
い
取

る
品
物
の
種
類
を
明
示
し
な
い
で
勧
誘

す
る
こ
と
（
電
話
で
は
明
示
し
て
い
な

か
っ
た
品
物
を
、
訪
問
の
際
に
売
っ
て

く
れ
な
い
か
と
言
わ
れ
た
な
ど
）
も
禁

止
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

２　
書
面
の
交
付
義
務

　

事
業
者
は
、
連
絡
先
お
よ
び
品
物
の

種
類
や
特
徴
、
購
入
価
格
、
引
き
渡
し

の
拒
絶
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
に
関
す

る
事
項
な
ど
が
記
載
さ
れ
た
書
面
を
消

費
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

３　
引
き
渡
し
の
拒
絶

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
中
（
２
の

書
面
交
付
か
ら
８
日
以
内
）
は
物
品
の

引
き
渡
し
を
拒
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

４　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

　

２
の
書
面
交
付
か
ら
８
日
以
内
で
あ

れ
ば
無
条
件
で
契
約
の
解
除
が
可
能
で

す
。
ま
た
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間

中
に
事
業
者
が
物
品
を
第
三
者
に
引
き

渡
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
そ
の
情
報
を

事
業
者
は
す
ぐ
に
売
主
に
通
知
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
た
だ
し
、適
用
除
外
と
な
る
商
品（
自

動
車
、
家
具
等
）
や
取
引
態
様
等
も

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
扶
養
親
族
等
申
告
書
に
つ
い
て

　

老
齢
年
金
に
係
る
所
得
税
額

は
、
所
得
税
の
課
税
対
象
と
な
る

方
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
扶
養
親
族

等
申
告
書
」
を
基
に
計
算
さ
れ
ま

す
。

　
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
は
、

老
齢
年
金
受
給
者
の
う
ち
、
所
得

税
の
課
税
対
象
と
な
る
方
（
年
金

額
が
、65
歳
未
満
で
108
万
円
以
上
、

65
歳
以
上
で
158
万
円
以
上
）
に
対

し
て
10
月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬
に

か
け
て
送
付
さ
れ
ま
す
。
課
税
対

象
と
な
ら
な
い
方
に
は
申
告
書
は

送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
等
の

各
種
控
除
を
受
け
る
た
め
に
申
告

書
は
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
扶
養
親
族
が
い
な
い

と
い
う
方
も
提
出
が
な
い
と
ご
自

身
の
基
礎
控
除
等
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
必
ず
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。
扶
養
親
族
等
申

告
書
を
ご
提
出
い
た
だ
け
な
い
場

合
は
、
提
出
し
た
場
合
に
比
べ
て

多
く
の
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

川
内
年
金
事
務
所
（
☎
０
９
９

　

６

−

２
２

−

５
２
７
６
）

　

10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

の
間
に
、
今
年
初
め
て
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
は
、
来

年
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　

ま
た
、
本
人
の
保
険
料
だ
け
で

は
な
く
、
配
偶
者
や
家
族
が
納
付

す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め

た
場
合
、
そ
の
保
険
料
も
合
わ
せ

て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

家
族
あ
て
に
届
い
た
控
除
証
明
書

を
添
付
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。
控
除
証
明
書
が
届
か
な
い
場

合
や
再
発
行
に
つ
い
て
は
、
川
内

年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

○
控
除
証
明
書
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
さ

れ
た
全
額
が
所
得
税
・
住
民
税
等

の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
国
民

年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除

と
し
て
申
告
す
る
た
め
に
は
、
１

年
間
に
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料

額
を
証
明
す
る「
社
会
保
険
料（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

を
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日

ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
方
は
控
除
証
明
書
が

11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
ま
す
。

開 催 日
　12 月 10 日（木） 本庁
　12 月 24 日（木） 野田支所
開催時間
　午前 10 時～午後 3 時
　（正午～午後 1 時を除く）
相談内容
　老齢年金、遺族年金等の請求手続き
　年金受給見込額　など
相談員
　川内年金事務所職員
予約受付期間
　各開催日の１カ月前～１週間前
予約申込先
　本庁市民生活課　住民年金係
　☎ 63 － 2111（内線 147・148）

12 月　出水地区年金相談
（月２回開催・完全予約制）

　【消費生活相談員の相談日時と場所】
○月・火・木・金曜日
　午前８時30分〜午後５時（正午〜午後１時を除く）
　本庁市民生活課　（☎63−6203　直通）
○水曜日　午前９時30分〜正午
　本庁および野田支所総合市民課
　（☎63−2111　内線741）
○水曜日　午後１時〜同４時
　本庁および高尾野支所総合市民課
　（☎63−2111　内線453）

ご
存
知
で
す
か
？

訪
問
購
入
の
ル
ー
ル
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   2015 年読書週間 （10 月 27 日～11 月９日） 

「いつだって、 読書日和」 
終戦間もない 1947 年（昭和 22 年）、まだ戦火の傷跡が至るところ

に残っている中で「読書の力によって、平和な文化国家を作ろう」

という決意の下、出版社・取次会社・書店と公共図書館、そして新

聞・放送のマスコミ機関も加わって、11 月 17 日から、第１回『読

書週間』が開催されました。翌年の第２回からは期間も 10 月 27 日

～11 月９日（文化の日を中心にした２週間）と定められ、この運動

は全国に広がっていきました。そして『読書週間』は、日本の国民

的行事として定着し、日本は世界有数の「本を読む国民」の国にな

りました。 

今、電子メディアの発達によって、世界の情報伝達の流れは、大

きく変わろうとしています。しかし、「本」が重要な役割を果たすこ

とに変わりはありません。暮らしのスタイルに、人生設計のなかに、

新しい感覚での「本との付き合い方」を取り入れてみませんか。 

     

市立図書館では、この期間中ならではの企画を用意しています。 

読書週間に読書習慣を！ 

 

中央図書館のテラスが変わりました！ 
図書館をもっと身近な場所に感じていただければと思い、「ツルと

歴史のまち応援基金」を活用して、テラスの整備を行いました。 

飲食する場所としても活用できます。また、借りた本をここで読

んだり、読み聞かせをしてもいい場所です。気軽にお出かけいただ

き、楽しい時間をお過ごしください。 

 家読におすすめします 

「ちょっとだけ」・・・瀧村有子作・鈴木永子絵 

赤ちゃんが生まれて忙しそうなママに、本当は手をつないで欲しいけど“ちょっとだけ”おかあさん

のスカートをつかんで歩くなっちゃん。お姉ちゃんになったことで感じる切なさ、それを乗り越えるこ

とによって成長する子どもの姿を、母親の深い愛情と共に描いている作品です。 
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読書活動に関する問い合わせ先

      読書推進課
☎ 63‒4121

第３土曜日は「市民読書の日」
読書活動推進ホームページ「よんみゃんせ」

http://www.city.izumi.kagoshima.jp/reading/index.html



≪幼児・小学生≫

●「ごいっしょにどうぞ｣� くすのき　しげのり　作
●「ゴリラのおとうちゃん」� 三浦　太郎　作
●「おならをならしたい」� 鈴木　のりたけ　作
●「おねえちゃんにあった夜」� シェフ・アールツ　文
●「セッセとヨッコラ ひみつのプレゼントさくせん」� 高畠　那生　作
●「エドワードとうま」� アン・ランド　文
●「かごにのって」� とよた　かずひこ　著
●「テレビのずるやすみ」� 村上　しいこ　作
●「ふまんがあります」� ヨシタケ　シンスケ　作・絵
●「ルイージといじわるなへいたいさん」� ルイス・スロボドキン　作・絵

・・・・・等
≪中学生・高校生≫

●「アカシア書店営業中！」� 濱野　京子　作
●「発信力の育てかた」� 外岡　秀俊　著
●「おいぼれミック」� バリ・ライ　著

・・・・・等
≪一般≫

●「影の中の影」� 月村　了衛　著
●「カフェ、はじめます」� 岸本　葉子　著
●「出張料理・おりおり堂 神無月～弥生｣� 安田　依央　著
●「A ではない君と」� 薬丸　岳　著
●「虚人の星」� 島田　雅彦　著
●「うずら大名」� 畠中　恵　著
●「犬の掟｣� 佐々木　譲　著
●「となりのセレブたち」� 篠田　節子　著
●「消滅 VANISHING POINT」� 恩田　陸　著
●「失恋天国」� 瀧羽　麻子　著
●「犯人に告ぐ２　闇の蜃気楼」� 雫井　脩介　著
●「空にみずうみ」� 佐伯　一麦　著
●「マイストーリー｣� 林　真理子　著
●「風かおる」� 葉室　麟　著
●「悔いてのち」� 永瀬　隼介　著

・・・・・等

図書館名
（電話番号） 開館時間 11月の休館日

中央図書館
（☎ 63 ｰ 2105）

平日
　午前９時〜午後８時
土曜・日曜、祝日
　午前９時〜午後６時

16日

高尾野図書館
（☎ 82 ｰ 5452）

　午前９時〜午後６時 20日
野田図書館

（☎ 84 ｰ 3100）

11 月　移動図書館運行表
ステーション名 運行時間

運行日

11 月

第１
火曜日

千本付団地広場 10：00〜10：20

—
17日

平和団地集会室 10：30〜10：50
鹿島住宅広場 14：20〜14：40
茶円堀団地広場 14：50〜15：10
鹿島自治公民館 15：20〜15：40

第１
水曜日

東辺田自治公民館前 10：10〜10：30
４日
18日

尾野島浜自治公民館 10：45〜11：05
菅原神社（荘上・荘下）14：10〜14：30
ウッドタウン自治公民館 14：45〜15：05

第１・３
木曜日

太田原住宅 10：30〜10：50

５日
19日

上場集落 13：45〜14：05
宮之元集落 14：25〜14：45
原（農業者トレーニングセンター） 14：55〜15：15
不動野集落 15：25〜15：45

第２
木曜日

内野々下自治公民館 10：00〜10：20
12日
26日

受口自治公民館 10：40〜11：00
屋地自治公民館 14：10〜14：30
熊野神社前 14：40〜15：00

第２・４
金曜日

鶴亀タウン 9：40〜10：00

13日
27日

元町自治公民館 10：15〜10：35
今釜西自治公民館 10：50〜11：10
鶴水園 14：10〜14：40
加紫久利住宅広場 14：55〜15：15
米ノ津駅前広場 15：25〜15：45

11 月のおはなし会・親子読書会

中 央 図 書 館 おはなしのへや
（毎週水曜日）

7、11、18、25日
午後４時〜

高尾野図書館

おはなしのへや
（毎週月曜日）

2、9、16、23、30日
午後４時〜

親子読書教室 
「すくすく」

10日、24日（火）
午前10時30分〜

野 田 図 書 館

おはなしのじかん
（毎週木曜日）

5、12、19、26日
午後４時〜

だっこでギュッ ５日（木）
午前10時30分〜

夜のおなはし会 23日（月）
午後７時〜

第６９回読書週間企画
図書館トレーディングカード
期間：１０月２７日（火）～１１月３０日（月）

１５冊借りるとトレーディングカードを１枚プレゼント。
カードは全部で８種類です。

新しい本の紹介（予定）新しい本の紹介（予定）

http://www.izumi-library.jp/
出水市立図書館　トップページ 検 索
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全国地域安全運動推進会議

うそ電話詐欺被害認知状況（県内）

発生件数 死　者 負傷者

2 0 1 5年
９ 月 中

17 件
（±０）

０人
（±０）

19 人
（－４）

2 0 1 5年
累 計

170 件
（＋ 17）

１人
（±０）

213 人
（＋ 16）

※　（　）内の数字は前年同期比

交通事故発生状況
<出水警察署管内>　　　　　　　　　（暫定値）

出水市防犯協会☎ 63 − 1500問い合わせ先
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　９月21日の敬老の日の前にした同17日、市内で新
たに90歳を迎えたお年寄りを市長が訪問し、長寿を
祝いました。
　市長が、記念写真と記念品を添えて「いつまでも
健康で元気にお過ごしください。」と声を掛けご長寿
を祝福すると、皆さんは「ありがとうございます。
長生きして良かったです。」などと答えていました。

ご
長
寿
を
祝
福

敬
老
の
日

　９月25日と26日、市内の39店舗でお酒と食事をし
ながら店舗をはしごする「いずみ街バル」が、商工会
議所や市などで組織する実行委員会により初めて開
催されました。
　25日のオープニングイベントでは、ギターの生演奏
とフラメンコの披露があり、会場は大いに盛り上が
りました。市内外から訪れた多くの人は、バルチケッ
トとバルマップを手に楽しく飲み歩いていました。

飲
ん
で
食
べ
て
は
し
ご
酒

い
ず
み
街
バ
ル

　９月22日と23日、総合体育館で県内外の剣士が一
堂に会し、「第24回鶴水杯争奪少年剣道練成大会」が
22日に団体戦、23日に個人戦の日程で開催され、日
ごろの練習の成果を競い合いました。
　県内でも最大規模となる大会には、幼児から高
校生まで過去最多の1,200人を超える剣士が参加し、
白熱した試合を繰り広げました。

少
年
少
女
剣
士
が
熱
戦

鶴
水
杯
少
年
剣
道
大
会

　９月23日、紫尾神社で五穀豊穣に感謝する秋の例
大祭が開催され、高尾野兵六踊り保存会による「高
尾野兵六踊り」や松ヶ野地区の「田の神舞」などの郷
土芸能が奉納されました。
　また同日、鶴の町商工会の設立10周年を記念して、

「秋の中の市」が高尾野駅周辺で開催されました。歩
行者天国となった通りには、多くの露店が立ち並び
大いににぎわいました。

兵
六
踊
り
な
ど
を
奉
納

紫
尾
神
社
例
大
祭

思
い
や
り
運
転
を

秋
の
交
通
安
全
運
動
出
発
式

　９月18日、秋の全国交通安全運動の啓発広報出発
式がきらめきドームで行われました。
　子どもと高齢者の事故防止のため、「夕暮れは　
ゆとりの心と　早めのライト」をスローガンに開催。
　西出水保育園の園児による交通安全宣言のあと、
ルールとマナーの遵守、思いやり運転を心がけるよ
うにと広報車が市内を巡回しました。

独
創
的
で
圧
巻
の
ス
テ
ー
ジ

和
太
鼓
集
団「
Ｔ
Ａ
Ｏ
」

　国内外で活躍するプロの和太鼓集団「ＴＡＯ（タ
オ）」による公演が９月13日、文化会館で開催されま
した。本市で開催されるのは10年ぶりで、待望の公
演となりました。
　独創的な演出と美しい舞台、アクロバティックで
迫力のあるパフォーマンスに、訪れた観客も魅了さ
れ、会場は大いに盛り上がりました。
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　従業員の勤務時間中の消防団活動を理解し、積極
的に協力している事業所への表示証交付式が９月29
日、出水消防署で行われました。
　今回、表示証を交付されたのは、特別養護老人ホー
ム鶴寿園、のだ農産株式会社、共同インフラテック
株式会社、赤鶏農業協同組合の４事業所で、これま
での交付事業所と合わせて、41事業所となりました。

消
防
団
活
動
を
後
押
し

協
力
事
業
所
表
示
証
交
付
式

　市内の郵便局では、本市の特産品の
一つである「出水みかん」を市内外に広
くＰＲするため、オリジナルののぼり
旗を作成し、各郵便局に設置していま
す。
　局員の皆さんも、出水みかんと書
かれたオリジナル法被を着用して、
観光客や地元の方へ積極的にＰＲし
ています。

　10月２日、平和町の植木市場で今年度の植木市場
出立式が開催されました。当日は、ハナミズキやイ
ヌマキなどのほか、柿やブルーベリーなどの果樹も
出品され、120人を超える市民がお目当ての品を競
り落としていました。
　植木市場は、来年の５月まで毎月２の付く日に開
催され、誰でも参加できます。

植
木
市
始
ま
る

植
木
市
場

　９月23日、音楽ホールで防災講演
会が開催されました。
　鹿児島大学の井村隆介准教授から
本市の自然災害や防災意識などにつ
いて講演があったほか、鹿児島地方
気象台の山下一実氏からは、防災気
象情報についての解説もあり、多く
の市民が熱心に聞きいっていました。

災
害
に
備
え
て防災

講
演
会

初
秋
の
風
物
詩
を
満
喫

た
か
お
の
い
も
煮
会・広
瀬
川
い
も
煮
会

　

大
鍋
で
煮
込
ん
だ「
い
も
煮
」や「
ア
ユ
の
塩
焼
き
」な
ど

を
囲
み
、
職
場
の
同
僚
や
友
人
ら
と
交
流
を
深
め
る
恒
例

の「
い
も
煮
会
」が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
市
民
が
秋
の
夜
長

の
ひ
と
と
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

９
月
12
日
、
高
尾
野
川
河
川
敷
横
の
ふ
れ
あ
い
公
園

で
は
、
第
19
回
目「
た
か
お
の
い
も
煮
会
」が
開
か
れ
、

６
０
０
人
を
超
え
る
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
竹

で
作
ら
れ
た
か
っ
ぽ
酒（
竹
）な
ど
が
用
意
さ
れ
、
焼
酎
や

料
理
を
味
わ
い
な
が
ら
会
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し

た
。

　

10
月
７
日
に
は
、
昭
和
公
園
近
く
の
米
之
津
川
河
川
敷

で
第
24
回「
広
瀬
川
い
も
煮
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
か

が
り
火
が
た
か
れ
た
会
場
で
は
、「
い
も
煮
」や「
ア
ユ
の

塩
焼
き
」の
ほ
か
、
か
ら
あ
げ
や
焼
肉
な
ど
も
振
る
舞
わ

れ
、
こ
ち
ら
も
６
０
０
人
を
超
え
る
大
勢
の
市
民
が
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

中
国
人
研
修
生
も
参
加

小
原
下
自
治
会
十
五
夜

出
水
み
か
ん
を
Ｐ
Ｒ

市
内
郵
便
局

　９月28日、小原下自治会で十五夜
の綱引き大会があり、今年は自治会
内に住んでいる中国人研修生も参加
し、盛大に行われました。
　研修生たちは、子どもたちとの綱
引きを行ったり、歌の披露や手作り
料理をふるまうなど、住民と交流し、
楽しい夜を過ごしました。



広報いずみ2015（平成27年）11月27

＋

クリクラボトル１本

サーバーレンタル料

無料お試しｷｬﾝﾍ ｰﾝ
実施中

 木野興産　クリクラ　やはず
0120-081-132

有料広告を
募集

有料広告を
募集

有料広告を
募集

有料広告を
募集

【申し込み・問い合わせ先】
　　　本庁政策経営部総合政策課秘書広報係
　　　☎0996−63−4120

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は21,200部で市内のほぼ全世帯に配布
されます。同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用くだ
さい‼現在募集中の広告につきましては、2016年４月号以降の
掲載予定となりますので、ご了承ください。
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暮らしの情報暮らしの情報

当番医のお知らせ当番医のお知らせ
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時〜午後５時）
　［児］：小児科当番医（午前10時〜正午）

11　　　　　月
日 医　療　機　関　名

１日（日）

［当］ 友愛クリニック 内・消化器科 太鼓橋 ☎ 64 − 2101
［当］ クリニック．なかむら 消化・内・外科 平良馬場 ☎ 62 − 0241
［当］ 門松医院 内・外科 阿久根市 ☎ 64 − 6100
［当］ 飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎ 88 − 5040
［児］ キッズクリニック 小児科 向江 ☎ 63 − 7707

３日（火）

［当］ 福元医院 内・循環器科 新町 ☎ 67 − 3200
［当］ 荘記念病院 精神・内科 西水流 ☎ 82 − 3113
［当］ 山田クリニック 内・外科 阿久根市 ☎ 72 − 0420
［当］ 平尾診療所 内・外科 長島町 ☎ 88 − 2595

８日（日）

［当］ 整形外科ばばぐちクリニック 整外科 六月田中 ☎ 64 − 8260
［当］ しもぞのクリニック 内・胃腸科 石坂（出水） ☎ 63 − 8300
［当］ 北国医院 外・小児・整外科 阿久根市 ☎ 72 − 0016
［当］ 飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎ 88 − 5040
［児］ 出水総合医療センター 早馬 ☎ 67 − 1611

15 日（日）

［当］ 出水病院 精神・内科 諏訪馬場 ☎ 62 − 0419
［当・児］ こどもクリニック永松 小児科 鹿島 ☎ 64 − 1500
［当］ 阿久根眼科 眼科 阿久根市 ☎ 72 − 0040
［当］ 長島クリニック 内・外科 長島町 ☎ 88 − 6405

22 日（日）

［当・児］ キッズクリニック 小児科 向江 ☎ 63 − 7707
［当］ 境田医院 産婦・内・外科 天神（出水） ☎ 67 − 2600
［当］ 林胃腸科外科 内・外科 阿久根市 ☎ 73 − 3639
［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎ 86 − 0054

23 日（月）

［当］ 出水眼科 眼科 春日町 ☎ 62 − 8350
［当］ 福永内科循環器科 循環器・内科 向江 ☎ 62 − 8200
［当］ 植村整形外科 整外科 阿久根市 ☎ 72 − 1041
［当］ 脇本病院 精神・内科 阿久根市 ☎ 75 − 2121
［当］ 平尾診療所 内・外科 長島町 ☎ 88 − 2595

29 日（日）

［当］ よしだ泌尿器科クリニック 泌尿器科 沖田 ☎ 63 − 7800
［当・児］ 二宮医院 内・小児科 栄町 ☎ 62 − 0167
［当］ 有村産婦人科・内科 産・婦人・内科 阿久根市 ☎ 73 − 4180
［当］ 飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎ 88 − 5040

※夜間の急患（内科・小児科）、夜間一次救急診療所（野田診療所内）（☎ 84 − 2023）午後 7 時～同 11 時
・来院の際は、来院される前に必ず電話で症状をお知らせください。
※おおむね 15 歳未満の子どもの夜間電話相談「鹿児島県小児救急電話相談」
　（☎♯ 8000 または☎ 099 − 254 − 1186）午後 7 時～同 11 時（毎日対応）



広報いずみ2015（平成27年）11月31

暮らしの情報暮らしの情報

休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局
11月22日

北 園 歯 科 医 院 歯科 ☎64－2151 麓（高尾野）
さ く ら 薬 局 ☎63－7700 向 江
エ ン ジ ェ ル 薬 局 ☎65－7637 天神（出水）

11月23日
金 子 歯 科 医 院 歯科 ☎63－2150 栄 町
ク レ モ ア 薬 局 ☎63－5401 春 日 町
か り ん 薬 局 ☎64－1400 向 江

11月29日
水 野 歯 科 医 院 歯科 ☎82－0064 柴 引
こ が ね 薬 局 ☎64－1132 沖 田

期　　間
出　水　地　域 高尾野・野田・荘地域

工 事 事 業 者 平　日 休日および平日の
　　午後５時以降 工事事業者 平　日 休日および平日の

　　午後５時以降
11月1日 岩 﨑 電 設 ☎62－1414

携帯電話
（090－7397－7898）

柏 木 産 業 ☎82－1474

携帯電話
（090－7154－7490）

11月２日～８日 ヤマサキ電機産業 ☎62－3400 三 友 建 設 ☎82－0173
11月９日～15日 たかさご水道 ☎67－4400 別府水道住宅設備 ☎84－2080
11月16日～22日 日之出建設工業 ☎63－3388 樋 口 電 設 ☎85－5901
11月23日～29日 職 建 ☎62－1409 ホクシン工建 ☎82－0612

11月30日 あかつき電化 ☎62－0650 野 村 電 設 ☎82－3637

火の元には十分注意しましょう！
出水市消防本部管内の火災・救急状況（2015年９月１日〜同９月30日）

火　　　　　　災 救　　　　　　急
発生件数 うち建物 死者 負傷者 発生件数 うち急病

出　　水 ２件（＋２） １件（＋１） １人（＋１） ０人（±０） 169件（＋15） 82人（－４）
2015年の累計 14件（＋６） 10件（＋６） ２人（±０） ２人（±０） 1,655件（＋53） 934人（＋93）

※（　）内の数字は前年同月比

水道修繕工事当番事業者

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

11 月の主な行事

11月１日
スマイル歯科医院 歯科 ☎75－3300 阿久根市
め ぐ み 薬 局 ☎82－5551 太 鼓 橋
ふ れ あ い 薬 局 ☎63－3070 平良馬場

11月３日
こ じ ま 歯 科 医 院 歯科 ☎63－4618 表 郷 西
ハ ー ト 薬 局 ☎79－3877 新 町
し も ず る 薬 局 ☎64－2211 西 水 流

11月８日
あ く ね 歯 科 医 院 歯科 ☎72－0556 阿久根市
フ タ ヤ 薬 局 ☎67－5253 六月田中
Ｄ・ＭＬ五万石薬局 ☎63－8800 野添（出水）

11月15日
楠元内科医院（歯科） 歯科 ☎79－3351 鹿 島
か し ま 薬 局 ☎63－3970 鹿 島

※歯科医院診療時間　午前９時〜正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。

７日（土）・８日（日）▶国民文化祭・鶴のまち俳句大会（市音楽ホールほか）詳細４ページ
15日（日）▶国民文化祭・日本舞踊の祭典（午前10時・市文化会館）詳細５ページ
21日（土）・22日（日）▶出水市大産業祭（市陸上競技場）詳細６ページ
29日（日）▶着物で武家屋敷歩こう会（出水麓武家屋敷群）詳細14ページ



■携帯電話用ページ　http://www.city.izumi.kagoshima.jp/i/■発行　出水市　　　■編集　政策経営部総合政策課
■出水市役所（本庁）　〒899-0292　鹿児島県出水市緑町1番3号
　　　　　　　　　　TEL0996-63-2111（代表）　FAX0996-63-0680
　　　　高尾野支所　〒899-0492　鹿児島県出水市高尾野町大久保7番地
　　　　　　　　　　TEL0996-63-2111（代表）　FAX0996-82-2399
　　　　野 田 支 所　〒899-0502　鹿児島県出水市野田町下名7035番地
　　　　　　　　　　TEL0996-63-2111（代表）　FAX0996-84-2078
■ホームページアドレス　http://www.city.izumi.kagoshima.jp/
■電子メールアドレス　info_izm@city.izumi.kagoshima.jp

スマートフォン用 携帯電話用   
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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
に
は
、
遠
足
や
学

習
な
ど
で
学
校
や
保
育
園
・
幼
稚
園
か

ら
た
く
さ
ん
の
来
館
者
が
あ
り
ま
す
。

　

ツ
ル
の
は
く
製
や
カ
ー
ビ
ン
グ
で
、

大
き
さ
の
違
い
を
見
比
べ
た
り
、
解
説

を
聞
き
、
生
態
や
特
徴
に
つ
い
て
詳
し

く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ほ
ど
間
近
で
た
く
さ

ん
の
ツ
ル
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
世
界
で
も
出
水
だ

け
で
す
。

　

ツ
ル
に
つ
い
て
の
知
識
を

増
や
し
、
ど
ん
ど
ん
ツ
ル
に

興
味
や
関
心
を
も
っ
て
欲
し

い
で
す
。

　第 23 回全国高等学校ロボッ
ト競技大会鹿児島県予選大会で

（参加 15 チーム）見事優勝し、
全国大会に出場する出水工業高
校電子機械科の皆さんと「軽技
Ｌ－１」

　県民体育大会カヌー競技・女
子の部で見事優勝し、報告のた
め市長室を訪れた、出水地区女
子カヌー部の皆さん。

ツ
ル
に
つ
い
て
学
ぼ
う
！

　永年にわたり競技種目団体の運
営やスポーツ少年団の指導に尽力
された功績が認められ、県体育協
会から体育功労者として表彰され
た松下重弘さん（上水流自治会）
橋口義明さん（町（高尾野）自治会）
又野正春さん（天神（出水）自治会）

　九州ブロック大会ボクシング
競技（ライトウェルター級）で
準優勝し、国民体育大会ボクシ
ング競技に出場した、吉田大寿
選手（出水工業高校２年）

　ホルスタイン種・ＨＦアイオー
ン　レインボー号が、県ホルスタ
イン共進会・第２部最優秀賞（県
知事表彰等）を受賞し、市長に報
告に訪れた橋口忠弘さん（新蔵中
自治会）

　国民体育大会バレーボール競
技で、県選抜選手に選ばれ、紀
の国わかやま国体に出場した、
花園佳希選手（樟南高校３年）。
鹿児島県チームは国体で見事準
優勝しました。

表
紙
取
材
レ
ポ
に
つ
い
て
、
25
ペ
ー
ジ
の
記
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
○浦

　

市
公
共
施
設
適
正
配
置
計
画
検

討
委
員
会
の
南
学
委
員
長
（
東
洋

大
学
客
員
教
授
）
か
ら
、
公
共
施

設
適
正
配
置
計
画
に
係
る
答
申
を

受
け
ま
し
た
。

　

答
申
で
は
、
公
共
施
設
の
多
く

が
老
朽
化
す
る
中
、
人
口
や
歳
入

の
減
少
等
か
ら
全
て
の
施
設
を
維

持
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
状
況

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
共
施
設
の

適
正
配
置
を
進
め
る
上
で
の
基
本

方
針
と
総
床
面
積
の
削
減
目
標
等

の
提
案
や
、
市
民
・
議
会
・
行
政

が
共
に
考
え
行
動
す
る
よ
う
に
な

ど
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『今月の問題』
冬に出水で見られる白黒模様の
カラスの名前はどれでしょう。
　A　パンダガラス
　B　コクマルガラス
　C　ホシガラス

先月号のクイズと答え
鹿児島県の「県の鳥」はどれでしょう。

C　ルリカケス　でした。

☆　答えは来月号で。


